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開催に当たって

熊本県立装飾古墳館では、『肥後の至宝展』と銘打つ腱覧会を本館の企画展示として平成14

年座からシリーズ化しました。このシリーズは、県内外からの来館群の方々に熊本の優れた考

･I1崎料等を紹介し、熊本の歴史のすばらしさを実感していただくための腱覧会です。平成14年

度は、「新発兄・再発兇菊池川のlli代遺跡」というテーマで、來鶴遺跡や木ﾎli子古墳、柳町

迩跡などの発掘調査の成果を紹介しました。

平成15年度は、この成果を受けて「肥後の至宝腱Ⅱ球磨楽腱～球磨の考占と歴史に遊ぶ～」

として開催いたします。

球磨は、清らかな川が流れ、山懐に抱かれるI1然環境の中で、10万年前から今Hまで、数多

くの文化財･が適されてきました。これらの文化財にはさまざまな考古資料や民俗黄料、歴史資

料が含まれていますが、中でも、先土器時代から江戸時代までの、数多くの遺跡の調査は、H

を兇張るものがあります。

今同の企IIMi展示では、こうした盟富な調査の成采を基に、そこで出-i2した考-11潰料のII1から、

川辺川流域の遺跡で兄つかった繩文時代''1期から後期にかけての土器や石器、本地方の弥生文

化を代表する免田式土器などの中から優品を選りすぐり、腱示しました。また、「球磨に生き、

球廉で学び、そして球膳を深く愛した」朧史研究者高HI素次先生と、先生に係わった数多くの

研究者との触れ合いなどを、関連する盗料を交えて紹介しました。

そんな球磨の考古と歴史の避さ、奥深さなど、その魅力を感じていただきながら、皆様の故

郷へ寄せる思いや郷士愛を再度温めなおしていただく機会になればと思います。

鮫後になりましたが、本企1I11i展派の開樅に』!↑たりまして、展示資料の提供に御珊解と御協力

をいただきました、尚IⅡ朧ja･様、iml11剣様、小膝松佃Ff様、原田正史様、熊本市立博物館、

人:｢1f.'ij教育委貝会、水上村教育委員会、相良村教育委興会、：/i木村教育委員会、1I1江村教育委

典会、あさぎり町教育委只会、城南111]-教育委員会をはじめとした多々の方々、記念講演会での

講師を快くお引き受けいただきました、渋谷敦様、前HI-洋様に対して、厚く御礼申し_上げます。

平成16年l)l18[|

熊本県立装飾古墳館提古澤繩男

1
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l本書は、平成15年度企画腱永『肥後の稲'i#:腱Ⅱ球鱗楽腱

～球朧の考古と歴史に遊ぶ～』の腱示解説腿l録である。

2本企1I11i展示では、球購川流域の先北器時代から江)i時代

までの遺跡を対象としている。

3展示資料は、川辺川流域のｲ1I良村野脈遺跡、Ji木村逆瀬

川遺跡などで見つかった繩文時代中期・後期の土器やTi

器、あさぎりlll｣-本目適跡、錦町夏女過跡などで見つかっ

た弥生時代後期の免lll式土器など、本地域で兄つかった

考占黄料の''1、優品を選び出した。また、本地域を戦前

から研究し、その文化の特徴をIﾘIらかにしてきた商IH*

次氏に注l」して、その研究の1コマとそれに係わった研

究群を紹介した。

W1本評の執兼については、学些課木111計康弘が行った。また、

原田正史から]《稲をいただいた。さらに、商ll1l睦子氏の

御好意により、i1.511I素次氏の著作より!|騒載したものも含

んでいる。

なお、提供を受けた文章については、関係簡所毎に、

その川典を|ﾘj示している。

本沓:に掲載した写真資料については、各巾111]-村教育委貝

会から提供を受けたもの、報告詳等から転救したもの、

本節学芸課で搬影したものがあるので、掲救写真毎に、

その提供先をlﾘl示している。

5

6本謀の細集については、学墜課の協力を得ながら、水11lW

がこれにあたった。

し

2
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▼_…診と…』ーも球磨楽展

ゾーンI「フ･ロローグ」
●

古代。球瞬人の風貌は、
皇菫、・ ヶ.、今 ノ・ ニヅrl

「肥人の額髪結へる染木綿の染みにし心我忘れめや」（萬葉集2496）

と詠われていますように、虫の貴族たちに深い印象を与えていました。しかし、それは粗野な身

なりだったからではありません。おそらくは、恋人をいとおしく思うほどに、球磨人の姿は魅惑

的であったに違いありません。

球磨はili来「求麻」とも譜きました。

球磨川下流を流れる麻布を総いIﾐげた人がいました。彼は、きっと-上流には人々が孫らしてい

るはずだと1尚感し、川を遡ることにしました。行けども行けども険しい山間の渓流。あきらめか

けたその時です。眼前に広い平野が|淵けました。人々の憐みがそこここに溢れた豊かな_I二地に蕊
←一二 F も

ったのです。以後、この地を「求麻」と呼ぶことになったともいわれています。桃源郷にも例え

られる球鮮の風土は、神秘的なのです。

そんな球磨には、i1丁くから人々の憐みがありました。

彼らは、川沿いのムラに、lll間のムラに、III II1のムラに、そしてそれらを取り巻くI'i然の中に、
．.； ‘ ！"（ lr，f‘

l l々の暮らしを求めていました。あたかも閉じられた空間のような人吉盆地や九州山地の中で、

彼らは、たくましく、そして祈りに満ち溢れていました。しかし、そこは、けっして閉じられた

窄間ではありません。多くの人が行き交い、さまざまな文物が流れ込む、開かれた空間なのです。

そのことを球磨の考-lliと歴史は教えてくれています。

そんな球磨の考古と歴史の旅に州てみましょうc

『球磨楽展｣で扱う遺跡

I



ゾーンⅡ「球磨に遊ぶ」
●

熊本県の南部にある球磨。そこは、人吉盆地とそこを取り巻く九州1I1地の山々を含み、広大な

面稚を占めた地域です。

l剣丸山や耐1IIなど､ 17()()m級の1II々が盤かな森を育みながら連なる､奥深い地形の九州1I1地。
そこには、球磨川や川辺川などの河川がv'ず形の深い渓谷を作りながら、網のllのように走って

います。
rダヂ

九州111地のII1に大きくIIを開けた、標高100m～200mの断｝簡撤地の人i'i盆地。そこには、「I I

本ﾐ急流」の1つ、球磨川が九州II1地から流れ出た河川を取り込みながら、東から西へと流れ下

っています。

球磨は、奥深い地形と共に「平家落人伝説」、「､ﾉi木の子守'm」、寺社仏閣が残されるなど、

神秘的で哀愁に満ちた雰囲気を雌し出しています。そんな雰ljN気の｢I!、球磨を訪れた人々は、旅

愁を感じるのかもしれません。

「球磨に遊ぶ」では、そんな球鱗の考IIiと歴史を「活きる」、「祭る」、「集う」という3つ

の切りI Iで紹介し、それらの持つ魅力を感じていただきます。

5
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－1

〃

－－－－

2岩本式土器（頭地田口A遺跡） 3尖底無文士器（頭地田口A遺跡）

写真提供；熊本県教育委員会

5壷（頭地田口B遺跡）4.壷（頭地田口B遺跡）

古

6台付甕（頭地田口B遺跡） 7高杯（頭地田口B遺跡）

7
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逆瀬川ムラに活きた縄文人・

ここで紹介します逆瀬川ムラは、球朧郡/[木村の逆瀬川通跡で兄つかりました。今からおよそ
メド： 1

4000年前の、縄文時代II1期の終わり頃から後期の初め頃にかけての縄文ムラでした。洲盃は、そ

こが川辺川ダムによって水没することから釧･i'l'iされ、 199941:11ﾉlから2000年1()月までの約1ｲ|§間

をかけて行われました。机当は、兀水村教育委典会でした。
．ｰ；吾 ．‘ k 『； 1．段‘

調杏では、略穴式(i州跡という当時の家の跡5蛙が見つかりました。いずれもi1l[径4mのl'lb,

形をした家の跡で、！|’央に炉を置いた家もありました。また、‐|淵やｲi器という当II＄の道具もた

くさん兄つかりました。

この繩文ムラでIIをひくのは、ムラが縦かれた｜地です。なんと、逆瀬川ムラは、川辺川のす

ぐ脇の、谷底で兄つかったのです。ここは、家が造られた地面が砂地であることから分かるよう

に、川辺川の水に流されやすい士地です。こんな土地に純文人たちがムラを置いたということは、
-、 ミ号｡ ．

111間でたくましく活きた細文人たちの姿を想像させてくれ、とても興味深いものがあります。

写真提供：五木村教育委員会

【逆瀬川ムラの舞台D-

逆瀬川ムラは、縄文時代中期の終わり頃から後期の初め頃にかけての縄文ムラです。見つかった土器では、
1 句.礎 品'三'』

後期の出水式土器が多く、これについで後期の市来式土器や南福寺式土器、中期の阿高式土器などがあり
t －－，%.,ヤナL fﾆﾉそ

ます｡それらの年代は、今からおよそ4000年前と推定されていますが、それは、放射性炭素の量を計測し

てわりだした年代、4210年前、3810年前でも確かめられました。

見つかった土器の多くには、まだ乾いていない土器の表面に棒の先を押し付け、すぐに引き上げたり
｡ ＆ ノー 』‘ ÷,

(刺突文や連点文)、そのまま引いたり（沈線文）して付けた文様があります。文様の付け方も、長く引いた

り､短く終わったり、丸みを持たせたり、それらを組み合せたりなどなど、さまざまです。シンプルな中に

も､躍動的な表現を窺える土器です。

8



9阿高式土器（逆瀬川遺跡）
写真提供：五木村教育委員会

8阿高式土器（逆瀬川遺跡）

写真提供：五木村教育委員会

10南福寺式土器（逆瀬川遺跡） 1 1出水式土器（逆瀬川遺跡）
写真提供：五木村教育委員会

12出水式土器（逆瀬川遺跡）
写真提供：五木村教育委員会

9
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１
日
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14市来式土器（逆瀬川遺跡）13出水式土器（逆瀬川遺跡）

16無文深鉢形土器（逆瀬川遺跡）

写真提供：五木村教育委員会
15市来式土器（逆瀬川遺跡）
写真提供：五木村教育委員会

撫
言

一ヶ

17無文浅跡形土器（逆瀬川遺跡）

写真提供；五木村教育委員会

1()



星
18鐘崎式土器（逆瀬川遺跡）

写真提供：五木村教育委員会
19.小型壺形土器（逆瀬川遺跡）

写真提供；五木村教育委員会

、

＄

20透し入り底部（逆瀬川遺跡）
写真提供：五木村教育委員会

21特殊注口土器（逆瀬川遺跡）
写真提供：五木村教育委員会

1l
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川に活きる、森に活きる。
．- ゞ ゼー

逆瀬川ムラでは、……･･･“。
｡Fも § テコ、 』 J , ､ 三

●石錘は、魚取りの網の錘です。細文人たちが盛んに漁労をしていたことが分かります。
§ ，も ・j異

●鮮製石斧は、木を切り倒したり、切り倒した水を加［したりする遊興です。繩文人たちが盛

んに木工をしていたことが分かります。

●着雛は、イノシシやシカなどの献狩りをする時の矢の先に取り付けます。また、右匙は、獣
r･卜

の解体の時に使う道具です。繩文人たちが磯んに狩猟をしていたことが分かります。

●睦右やｲ!imは、ドングリ類を粉にするllfに使う道共です｡繩文人たちが盛んに柿物性の食料
を集めていたことが分かります。

。 ミ §・

ところで、逆瀬川ムラは、川辺川沿いの、lll間の谷底にあります。そこは、深いV字谷の谷底

で、谷川を流れ．fる水音がこだまする所。おそらく、繩文人たちの耳にもそうした水音が入って

きたに違いありません。また、ムラのすぐ．近くを流れる川辺川には、所狭しと泳ぎIIIIる魚たちの

影。おそらく、繩文人たちの||にもそうした光餓が入ってきたに違いありません。さらに、ムラ

から兄上げれば、湧き立つような深い森。おそらく、繩文人たちのi~lにもそうした光餓が焼き付

けられていたに違いありません。

こうした逆瀬川ムラを取り巻く谷や川、森は、純文人たちのムラを包み込むとともに、lﾉLI季折々

に'li\賊を変えながら豊かな山の幸を繩文人たちに与えてくれていました。

そんなことを逆瀬川ムラで見つかった、さまざまな種類の{i器は教えてくれます。

23礫石錘（頭地田口B遺跡）

写真提供：五木村教育委員会
22礫石錘（逆瀬川遺跡）

写真提供：五木村教育委員会

q網漁と道具 ，
石錘は、錘として網にくくり付けられます。その網は、川魚を捕る時に使われるものです。手ごろな、

平たい河原石を拾ってきて、紐の掛かりを良くするためにその縁を打ち欠いて作ります。
L 了

逆瀬川遺跡では、473点が見つかっています。見つかった石器の5割強を占める多さです。また、頭地

由向B遺跡で見つかった石錘には､それをくくり付けていた紐の跡がくっきりと残っていました。

12



24磨製石斧（逆瀬川遺跡）
写真提供：五木村教育委員会

25磨製石斧(鑿形）（逆瀬川遺跡）
写真提供：五木村教育委員会

q 木工と道具 ，
磨製石斧は、木の伐採や粗割りの時、木の加工の時に使われます。

材料には、硬くて丈夫な石が選ばれました。

逆瀬川遺跡で見つかった磨製石斧には、大きさ、使い方で、2つの種類があります。1つ目の種類は、

木の伐採に使われる石斧です。長さに対して幅が広い石斧です。2つ目の種類は、木の加工に使われる石
．‐属,

斧です。長さに対して幅が狭い石斧です。今日の鑿と同じような石器です。

▲AAA

4AA4

M蛸
26.石鍼（逆瀬川遺跡） 27石匙（逆瀬川遺跡）

写真提供；五木村教育委員会

【 狩りと道具 】
ﾐブ当"会

石鍼は、狩猟に使う矢の先端に取り付けられました。材料には、とても上手に小細工ができ、シヤーブ

な切れ味になる黒曜石やチャート、安山岩が使われました。加工は、とても徹密で、丁寧な仕事です。

また、石匙は、し止めた獣の皮を剥いだりする時に使われました。ついた摘みがよく目立ちます。

逆瀬川遺跡で見つかった石鍼は、269点でした。石錘に次ぐ数の多さです。

13
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･《ドングリ類と道具D －－

磨石と石皿とは、ドングリ類を粉にする時にセットで使われました。石皿の上にドングリ類を置いて、

磨石で磨り潰しました。磨り潰したドングリ類は、アクを抜いた後に加工したり、そのまま直接加工し

たりして、縄文人のお腹を満たしました。

“一

鍵
、

〆

“＆

毎

鍵
唾

石皿（逆瀬川遺跡）

五木村教育委員会

逆瀬川ムラでの暮らし・－‐

逆瀬川ムラでの孫らしを窺わせてくれるイi器として、イi雛（狩りの遊典)、應石、イillll (械物

食加［の道典)、イi純（魚捕りの道具）について兇てみましょう。

兇つかった石器の数は、イi雛が269点、朧ｲ『が91点、イillllが65点、イi繩が473点でした。特に、

禰錐とイ伽の多さがII立っていますが、'|'でもイi錘が際立っています。このｲi錘の多さは、｜眼下

の川辺川での魚捕りがとても盛んであったことを窺わせます。また、府雛からは、狩りも:jE要な

仕小であった、逆瀬川ムラの人々の様子が想像されます。おそらく、野原ムラの人々は、川辺川

で捕った魚を食べたり、1l1で狩った蛾を食べ

たりしていたのでしょう。

そんな雑らしぶりのI|!で、鮮打が少ないのは、

森からムラに持ち込んだドングリ類を粉にして、

食べやすくする作業が魚捕りや獣狩りに比べ

て低洲であったことを,jくす、とてもおもしろ

い傾向です。

このように、野原ムラでの蜂らしが1I1や川

の恵みを充分に取り入れたものであったこと、

特に川魚や戦の肉に亜きを掻いていたことを

窺わせてくれるのです

石鍼
269点

の
と駅

数

磨石
91点

石皿、
h65点

M



野原ムラに活きた縄文人。一

ここで紹介します野原ムラは、球磨郡ｲ11良村の野腺迩跡で見つかりました。今からおよそ4000
: r： E

年前の、繩文時代中期の終わり頃から後期の初め頃にかけての繩文ムラでした。調査は、そこに

川辺川ダムが作られることから計ml1され、1999fド4jjから2000年3ﾉ-lまでの1年間をかけて行われ

ました。拙§'1は、イ:II良村教育委貝公でした。

洲卉では、1祭穴式住I';跡という当時の家の跡2雌が兄つかりました。直篠4mのIIjい形をした家

の跡とIﾉLI角の形をした家の跡でした。また、 k器やイi器という当時の道具もたくさん兄つかりま

した。

この野原ムラでllをひくのは、ムラが慨かれた｜地です。なんと、野原ムラは、川辺川沿いの

v字谷のll1111で兇つかったのです。ここは、斜lhi地にあることから分かるように、決して孫らし

易いﾆﾋ地ではありません。こんな土地に繩文人たちがムラを置いたということは、111冊でたくま

しく涌きた繩文人たちの姿を想像させてくれ、とても興味深いものがあります。

q野原ムラの舞台】

野原ムラは、縄文時代中期の終わり頃から後期の初め頃にかけての縄文ムラです。見つかった土器では、

中期の向高式土器､後期の南福寺式土器､市来式土器､出水式土器､罎崎式土器､北久狼山式土器などが
あります。それらの年代は、今からおよそ4000年前と推定されています。

見つかった土器の多くには、まだ乾いていない土器の表面に棒の先を押し付け、すぐに引き上げたり
：』

(刺突文や連点文)、そのまま引いたり（沈線文）して付けた文様があります。文様の付け方も、長く引い

たり、短く終わったり、丸みを持たせたり、それらを組み合せたりなどとさまざまです。また、縄文の－
t ．

部を磨り消した磨消縄文もあります。
‘ p・ 3F ｡ o 『

土器全体の形には、深鉢と浅鉢の2つの種類があります。縁の形には平縁のものと、突起がつくもの、

波状のものとがあります。

15
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灘

30.阿高式土器（野原遺跡）

写真提供；相良村教育委員会
29阿高式土器（野原遺跡）

写真提供：相良村教育委員会

32出水式土器（野原遺跡）

写真提供：相良村教育委員会
31.南福寺式土器（野原遺跡）
写真提供：相良村教育委員会

…蚕ョ

鍵
『

『口
一

、

34出水式土器（野原遺跡）
写真提供：相良村教育委員会

33出水式土器（野原遣跡）
写真提供：相良村教育委員会

16



I

35.南福寺式土器（野原遺跡）

写真提供：相良村教育委員会

36出水式土器（野原遺跡）

写真提供：相良村教育委員会

37.出水式土器（野原遺跡）
写真提供；相良村教育委員会

38.出水式土器（野原遺跡）

写真提供：相良村教育委員会

39阿高系土器（野原遺跡）
写真提供：相良村教育委員会

17
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▼_""鐙…:"_凸球磨楽腱

40無文深鉢形土器（野原遺跡）
写真提供：相良村教育委員会

41南福寺式土器(浅鉢）（野原遺跡）
写真提供；相良村教育委員会

一

42.南福寺式土器(浅鉢）（野原遺跡）
写真提供：相良村教育委員会

43.南福寺式土器(浅鉢）（野原遺跡）
写亘提供：相良村教育委員会

44市来式土器（野原遺跡）
写真提供：相良村教育委員会

18



45市来式土器（野原遺跡）

写真提供：相良村教育委員会
46市来式土器（野原遺跡）

写真提供；相良村教育委員会

～

47市来式土器（野原遺跡）
写真提供：相良村教育委員会

48鐘崎式土器（野原遣跡）
写真提供；相良村教育委員会

49.注口土器（野原遺跡）

写真提供：相良村教育委員会

19
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り_"鴬蹴鰈遮』_凸

川に活きる、森に活きる。
の魅も

野原ムラでは、…．．…･…。
せきずい

●石錘は、魚取りの網の錘です。繩文人たちが磯んに漁労をしていたことが分かります。
蓋ぽい槽薑,j，

●磨製石斧は、水を切り倒したり、切り倒した木を加｜こしたりする道具です。繩文人たちが盛

んに木|をしていたことが分かります。

●需蕊は、イノシシやシカなどの戦狩りをする時の欠の先に取り付けます｡繩文人たちが盛ん
に狩猟をしていたことが分かります。
すりいし いしざら

●磨石や石|Ⅲは、ドングリ類を粉にする1l#に使う道具です。細文人たちが盛んに杣物'性の食料

を集めていたことが分かります。

ところで、野原ムラは、川辺川沿いの、V'if谷の山II1にあります。そこは、谷川を眺めること

ができる所。おそらく、繩文人たちのl1にもそうした流れが映し出されたに違いありません。ま

た、ムラの下を流れる川辺川には、所狭しと泳ぎIIIIる魚たちの影。おそらく、繩文人たちのIIに

もそうした光餓が入ってきたに違いありません。さらに、ムラの周りには湧き'Ⅸつような深い森。

おそらく、繩文人たちのIIにもそうした光蛾が焼き付けられていたに違いありません。

こうした野原ムラを取り巻く谷や川、森は、純文人たちのムラを包み込むとともに、IﾉLI季折々

に惰紫を変えながら磯かな山の:無を純文人たちにjj-えてくれていました。

そんなことを野原ムラで見つかった、さまざまな種類の石器は教えてくれます。

蕊
画

5250 51

56 57 58

磨製石斧（野原遺跡）
写真提供；相良村教育委員会

5553 54

礫石錘（野原這跡）

写真提供f相良村教育委員会

0~~網漁と道具 、

野原遺跡では、121点の石錘が見つかっています。

【 木工と道具，

野原遺跡では、42点の磨製石斧が見つかっています。木の伐採に使われる石斧と木の加工に使われる石

斧がありました。

2(）



一 ､

一一副毒.←＝毒歩

59 60 61 69 70

』

石皿（野原遺跡）

写真提供：相良村教育委員会

62 63 64 71

65 66 67 72 73 74 75

心
石鍼（野原遺跡）

写頁提供：相良村教育委員会
磨石（野原遺跡）

写真提供：相良村教育委員会

68

野原ムラでの暮らし・
のlよりUJLJp

76

せきそく り.リ↓％し

野原ムラでの経らしを窺わせてくれるイi器として、イj雛（狩りの逆共）、畔ｲi、イillli (械物食

加爪の道典）、イi銃（魚捕りの道具）について兇てみましょう。

兇つかったｲi器の数は、石雛が約40点、朧ｲiが約792点、イilⅢが約16ﾉ!､(、イi錘が約121点でした。

特に、隣ｲiとイ｢錘の多さが目なっていますが、！|1でも膳ｲiが際_虻っています。この解ｲiの多さは、

森からムラに持ち込んだドングリ類を粉にして、食べやすくする作業がとても盛んであったこと

が窺えます。また、,Ii純からは、眼1､~の川辺川で魚捕りをしていた野脈ムラの人々の様fが想像

されます。おそらく、野原ムラの人々は、ドン
石皿16点2％ 石鍼40点4%

グリ類を始めとした食用の植物を鴨んに採集し

て食べたり、川辺川で捕った魚を食べたりして

いたのでしょう。

そんな孫らしぶりの'|』で、イi雛が械端に少な

いのは、狩りが他の仕事よりも低調であったこ

とを〉jくす、とてもおもしろい傾向です。

このように、野原ムラでの悪らしがl11や川の

恵みを充分に取り入れたものであったこと、特

に食川の械物や川魚に承きを満いていたことを

窺わせてくれるのです。

21
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、
４1 小浜ムラに活きた縄文人

L二liiま いつき

小浜ムラは、球磨郡五木村の小浜遺跡で見つかりました。

縄文時代の中期と後期の土器が見つかっていますので、こ

の時期のムラの跡に違いありません。
さかせごつ

そのムラの跡は、逆瀬川ムラと同じ、川辺川沿いのV字

谷の谷底にありました。

谷間のムラムラ・

川辺川沿いのV字谷には、逆瀬川ムラや野原ムラ

の他にも、縄文ll寺代'i1期から後期にかけての縄文ム

ラの跡が遺されています。例えば、すでに紹介した
とうぢ たぐち とうぢ しもて

小浜迩跡の他にも、頚地川I IB遺跡や頭地1,.手遺跡

で繩文ムラの跡が見つかっています。

蚊地ⅢIIB遺跡は、川辺川に:/1:水川が合流する、

川辺川沿いの'i!でもやや開けた｜地にある迩跡です。

2つの川の合流点を兇.|､~ろす、lllの斜lili地にありま

した。

蚊地|f手遺跡は、川辺川とソ[水川の合流点が間近

に辿る、谷底近くの遺跡です。川が合流する場所は、

恥にそれだけのことではなく、人が行き交うミチが

合流する所ということで、とても亜要ですぐ，

さて、これらの谷間のムラムラは、私たちに何を

伝えようとしているのでしょうか。

77阿高式土器（小浜遺跡）

78阿高式土器（小浜遺跡）

22



人々はたくましく活きる。

川辺川沿いのV字谷には、今から4000ｲIMの、縄文時代中期から後期にかけての繩文ムラの跡

が造されています。それらのムラには、谷底のムラと111巾のムラがあります。
さカセごつ ＝蛙ま とうぢ しもて

谷底のムラとしては、今Inl、逆瀬川ムラを取りl･・げましたが、この他に小浜過跡や頭地lf手遺
せさすL ま廿いせきふ

跡で見つかった純文ムラもあります。逆瀬川ムラではイi錘や磨製ｲi斧が｢I立っていますので、谷
嘩りわL1

座のムラは、川魚漁を主に生業としたムラであったと考えられますc
のはら とつぢたく･ら

力、lll '|1のムラとしては、今III1、野原ムラを取り上げましたが、この他に弧地l.l.I I IB遺跡で
t畠さぞく すりLし Lしさら

兄つかった繩文ムラもあIツます。野原ムラではイ聯や解イi，石Ⅲが目立っていますので、111巾の
なりわい

ムラは、狩猟や械物採集を主に生業としたムラであったと考えられます．

ただし、生業の違うムラが同時にあったとか、途う琳業を'牌んでいた縄文人たちがli1時にいた

とかいうことは考えられません。おそらく、繩文人たちは、l几|季折々、その季節にあったzI;業を

街むII!で、ムラの場所を移していったに違いありません。川辺川を間近にした谷底のムラや、

|||の斜1niに張り付くようなlll'I1のムラは、II1じ縄文人が残したムラであり、その厳しい地形環

境をもろともせずに、繩文人たちがたくましく孫らしていたことを私たちに語りかけてくれて

いるようです．

石皿16点2％ 石鍼40点4%

10%

逆瀬川ムラでの人々の生業 野原ムラでの人々の生業
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L｡．－進一 一一

81 須恵器横瓶（千人塚古墳群）80須恵器提瓶79須恵器提瓶

。◎◎
83鉄刀（千人塚古墳群）82.金環・銀環

(千人塚古墳群）

q余話山中の豪族たち】
．‘53，戸

人吉盆地の東側にそびえる市房山(1722m)の中腹、やや緩やかに傾斜する丘陵に古墳群があります。
みすかみ 剛)やき ｛#/しトーんづか

これが球磨郡水上村湯山の千人塚古墳群です。この古墳群は、もともと70基を超える円墳が集まってい

たらしいのですが、戦後すぐの開拓によってほとんどの古墳が壊され、10蟇前後の円墳が集まる程度に

なってしまいました。

すべて直径5～6m、高さ2m弱の小型の円墳で、石を積んで古墳が造られる積石塚と呼ばれる形式の古
jえ.き ち』.くげ-つ 1Jヘ 翼んかん

墳です。戦後の開拓の際に、須恵器や直刀、馬具、金環などがたくさんみつかりましたが、現在はその一

部が残っているにすぎません。

市房山の中腹に、これだけの数の古墳が造られたということは、どのようなことを意味しているのでし

ょうか。また、彼らの生業は、いったいどのようなものだったのでしょうか。山中の豪族たちの姿を想像

せざるを得ません。
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めんだし數

免lll式l淵、棋様を刻んだ礫などを使った不思議な祭り

そんな球勝の祭りの1面を紹介します。祭りや祈りの様

魅惑的で、神秘的な球朧。そこでは、

がｲJゞわれていました。このコーナでは、

j'息をイメージしてください。

一

84長頸壺（井沢遣跡）
写真提供？相良村教育委員会

85.免田式土器（入口遺跡）
写真提供：相良村教育委員会

86免田式土器（不明）

1 ，免田式士器いろいろ

球磨には、免田式と呼ばれる特殊な弥生式土器があります。免田

という球磨の地名が付けられた土器です。

ソロバン玉のような形の、強く折れ曲がった胴に、やや開き気味
幕がくび

にのびる円筒状の長頸がつく、とても特異な形をしています。また、

胴の上半部には、細い棒で引いた文様が付けられています。その文
し‘零つヱ七ん

様は、文様上半と屈曲部が平行文、その間を埋めるのが菫弧文や
き＆し ゐや･すき

半重弧文、鋸歯文、綾杉文などと、いろいろです。当時の土器の中

でもとても装飾性豊かな土器です。
87.免田式土器（市房隠遺跡）
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一

wbH
9O免田式土器（高ノ原遺跡）89免田式土器（金山遺跡）88免田式土器（市房隠遺跡）

一一

L，

』

93.免田式土器（才柿遺跡）92.免田式土器（新深田遺跡）91免田式土器（新深田遺跡）

免1I1式土器～ムラで祭る、ハカで祭る～●

免lll式I器は、1800年前の弥′|州代後期に磯んに使われていた土器です。装飾性磯かな、スマ
じ砂;jつこもん

－トな形をした'淵で､ i祁の州ﾘﾊの文様が川きについていることから砿弧文北器とも呼ば
れています。こうした装飾性の他、焼き上がりも硬く丈ﾉとで、また衣liliもj-蟻に磨かれるなど、

他のil常のk器とはlﾘjらかに券|ﾊ1気が違っています。こうした券|ﾉN気の速いから、免III式l:器は、

'1常で使われる容器というよりも、祭Iﾂなど、非II常的な場liliで使われる容器ではないかと考え

られています。

球朧では、そうした免II1式止器がたくさん兄つかるなど、それを使った祭りが盛んに行われて

いました。その祭りには、ムラから兄つかるものとハカから兄つかるものがあるように、ムラの

111で執り行われる祭りとハカで執り行われる祭りの、大きく2磁類があったようです。今l''1，球
LLEE なつめ と,とめ

朧郡錦1l1｣-の皇女造跡とあさぎりllll.の本卜1世跡を取り｜きげることによって、そのことを紹介したい

と思います。

なお、ノL州の''1央祁（熊本ﾘ,l)では免1I1式k器がとてもたくさん見つかっていますが、その中

でも慾｣川沿いと球膳は､特にたくさん集まっています。この2つの地域がとても深く繋がってい
たのは、間違いないでしょう。それがどのような繋がりだったのかは、祭りのことをもっと詳し

く調べる必要がありますが、とても興味深いものがあります。
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写真提供；熊本県教育委員会

【夏女ムラの舞台~】
私~ユ釣 やcj､L， こう雲 宅う冠ん 色ふん

三女這跡は、1800年前から1700年前の、弥生時代後期の後半から古墳時代の初めにかけてのムラの
たてあなL息し’;うさ』.あと

跡です。道路幅の調査区から竪穴式住居跡という当時の家の跡68基が見つかりましたが、遺跡全体では

もっと多くの家の跡があったものと推定できます。

見つかった当時の道具には､雑式土器の他､壷､甕､鉢､高杯、ﾐﾆﾁｭｱ土器などの土器､船，ヤ
つぼ かめ はち Kかつき

て畢さ かび易く､診ろ セL,どうき いし瞳うち‘5ラ ダ‘』いし いしさら

リガンナなどの鉄器、鏡や釧（ブレスレット）などの青銅器、石包丁や磨石、石皿などの石器がありました。

球磨の弥生時代のムラでは珍しい青銅器が見つかったことは、夏女ムラを考えるうえで、とても参考にな

ります。

27



TI1eNlem()ハ.()111()totugU"Ihkala

導_"蕊磯驫騨_る

95.高杯（夏女遺跡）94壷（臺女遺跡）

＝一‘

97．台付甕（夏女遺跡）96台付甕（夏女遺跡）

一ざ ■

噌＃
》
、

ｑ
ザ

亨

土

ユ
〆ｙ

罪
釉

ｒ
ｈ
巳
■
■

’

68号住居跡98．台付甕（夏女遺跡）
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99.免田式土器（夏女遺跡） 100免田式土器（壹女遺跡）

〆

一

101免田式土器（夏女遺跡）

57号住居跡
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球朧楽歴

103高杯（夏女遺跡）102壷（壹女遺跡）

105台付甕（亘女遺跡）104．鉢（臺女遺跡）

106ミニチュア土器（壹女遺跡）57号住居跡

3(）
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唾
107石包丁（亘女遺跡）

夏女ムラの免Ill式土器。

なつめ め人だ

夏女遺跡では、免lll式_|亘器が家の跡から兇つかりました。特に、57号とl呼ばれる住)i'｝跡からた

くさん兄つかりました。この57-り･住ﾙif跡は、lli[径7.5mのl'lい形をした、張り出しのある、花びら

のような形の家の跡です。
つぼ 心､め ，‘鼠ち たかつき

家の跡の'-|1には、壷、艶、鉢、尚杯、ミニチュア-|2器などが投げ込まれていました。そんな｜畠

器の集まりの''1で、免lll式I皇器は兄つかりました。充全に近い形にまで復元できる免1I1式-上器の
へL,駐う しぐjうこ

他、復ﾉ心できない破叶･もたくさん兄つかりました。IIIjが強く折れllllがっていて、平行文や重弧文も

強い線で描かれていました。この578－住),!棚の他に、68り･と呼ばれる家の跡からも免lll式上器が

見つかりました。投げ込まれたl器の'l!から免llj式-|淵が兄つかりましたが、lll'iの折れllllがりが

シャープで、文様もとてもシャープでした。

ところで、夏女遺跡の!+!で、免lll式土器が兄つかった家の跡は、その11器の形からもっともili

いことが分かっています。これに対して、占墳時代の家の跡からは、免田式土器は兄つかってい

ません。しかも、見つかった免lll式土器は、形といい文様といい、jliIJ,-上器の仲間に入ります。
せしとつぎ

夏女ムラは、弥4ﾐ時代のムラの跡ですが、当時としては珍しい育釧器が兄つかるなど、弥生時

代社会の''1で代表的なムラの1つでした。そんな夏女ムラのII'で、弥/|ﾐ人たちは、免111式土器を

使った祭りを執りイJ皇っていました。それは、弥生時代後期の後半から占墳時代の初めにかけて‘牌

まれた夏女ムラの中でも、最初の頃のことでした。

このように、奥女ムラは、’11初ムラの｢i1での祭りに免}II式l器が使われていたものが、その後、

新しい時期になると使われなくなったらしいことを教えてくれています。
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本目遺跡写真提供：あさきり町教育委員会

q墓地が築かれた時代】

本目遺跡は、1700年前～1600年前の、
やよ↓％ ‘､うさ こふん

弥生時代後期の終わりから古墳時代の初めに

かけての墓地です。
とこつ簿

ハカには、素掘りの穴に遺体を安置した土曠蟇、
もつかん

木棺に遺体を安置した木棺蟇、盛り土してそこ
，目,んぎゅう

にハカを造った墳丘蟇、板石を円形に立て並べ、

その板石の上から板石を平積みに積み上げて造
ちかLまいたいしづみせ鄙しつ

った地下式板石積石室薑がありました。それぞ

れのハカが造られた時代は、土曠蟇や木棺蟇が

弥生時代後期の終わり、墳丘蟇、土曠蟇、木棺

蟇が弥生時代の末から古墳時代の初め、地下式

板石積石室墓が古墳時代の初めでした。

なお、免田式土器は、墳丘墓、±曠蟇、木棺

墓周辺で見つかりました。

本目遺跡で見つかったたくさんのハカ

写真提供；あさぎり町教育委員会
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109免田式土器（本目遺跡）108免田式土器（本目遺跡）

1 11免田式士器（本目遺跡）110免田式土器（本目遺跡）

113.免田式土器（本目遺跡）1 12免田式土器（本目遺跡）
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球磨楽峻

114.長頸壺（本目遺跡） 1 15.高杯（本目遺跡）

1 16高杯（本目遺跡）

117小型丸底土器（本目遺跡）
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本目遺跡

ハカと免田式土器と供え物・ 一一一一

やよ 字う達 こふん f』と二め ぽら どこうぼ もつ内･ん ふんきやう

弥生時代後期の終わりから古埴時代の初めにかけて、本IIの裳地では、I塊蕊や木械蕊、戦丘

墓が造られていました。
めんた

免lll式土器は、これらのハカの巾やその刷りから見つかりました。 ‐緒に兄つかった土器には、
つぼ たかつき 蛙ら かめ

壷、小型の噸、尚杯、鉢がありました。この1I1で、尚杯が多いことと、謡が無いことに注I-lした

いと思います。なぜならば、煮炊き用の認が無いのはそこがムラ跡でないことを示しているから

ですし、尚杯が多いのはそこが典地などの特殊な場所であることを>Jくしているからです。また、
くだき こたき

砕かれた鏡の破片の他、管-fとガラス製小王がハカの】|'から兄つかったことも見逃せません。
へし､L二つ じゅっこ

免1I1式t器では、強く折れlillがった胴、強い線での平行文や亜弧文の士器が少なく、弱い折れ

の胴、浅く弱い線での文様の上器が多く見つかっています。このことから、本目遺跡の土器が免

111式上器の11!でも新しい時期のものにあたることが分かります。

本||遺跡は、弥川皇時代後期の終わりからili噴時代の初めにかけて営まれた墓地でした。それも、

鏡の彼)1．や櫛｣息、ガラス製小張がハカの''1から見つかったり、噸.匠墓が造られたりと、球瞬の｢11

でも1'1心的な役割を果たした弥生人たちの墓地でした。この難地の'↑Iで、弥生人たちは、免|Ⅱ式

土器を使った祭りを執り行っていました。その様-fは、何かを入れた壷や小型の壷を据え掻き、

向杯や鉢に供え物を乗せて、死者を弔うというものだったらしく、ハカの周辺から見つかった大

舷の｜菖器がそのことを物語っています。そしてその時期は、免1II式上器の巾でも終わり頃にあた

っています。

35



TheMem()1･j'ofllototugllThkata

▼_"鴛職瑳盤;、_凸

祭りいろいろ・－－－－－一一一一一 一一J－－

球群では、免lll式土器を使った祭りが鴨んに行われていましたが、この他にもさまざまな祭り

や祈りがあったことが分かっています。
じようもん やよい ↓せま せんこくれま

例えば、繩文時代や弥生時代の迩跡からは、イiの衣IIIiにIXI柄や絵柄を刻んだ線刻礫と|呼ばれる

ものが兄つかることがあります。また、特殊な形の土器が縄文時代や弥zII時代の遺跡から見つか

ることもあります。さらに、何らかの意味を持って身体を飾ったものが繩文時代以降の遺跡から

兄つかることもあります。

ソj、蕊地という特別な場所が残され、そこで祭りや祈りが行われることもありました。純文
こうさ ばんき うめ序め

時代後期や晩期の埋斐や弥生時代以降の蕊地では、そうしたことが行われていたはずです。例え
しちじL，刀せききよう とむら

ば、．‐字一石経は弔いの風習でしょうし、お供え物が蕊の中に納められることにはそれなりの意

味があったものと理解できます。

祭りや祈りを考えることは、』1111#の人々の心性や桁神生活に深く入I）込める機会につながると

いう点で、とても大切なことです。免lll式｜弓器の他に、どのような祭りや祈りがあったのかを少

しのぞいてみることにします。

1 18(大丸・藤ノ迫遺跡） 119.(別府遺跡）

118－119線刻礫

120 121

潜⑧鯵
124

120－124－字一石経（頭地松本B遺跡）

写真提供：熊本県教育委員会

斡
簿
葡
〆

122 123

1石に記された祭りの証し，

人は、祭りや祈りのために、身近なものに図や絵、文字を記します。球磨では、そうした石に記された

祭りの証しが見つかっています。
や土え たL，よるふじ ごこ

線刻礫は、平たい石の表面に図柄や絵柄を刻み込んだものです。球磨郡山江村の大丸・藤ノ迫遺跡では、

表面と裏面に抽象的な図柄を刻み込んだ線刻礫が見つかっています。7000年前の縄文時代早期の終わり
ひゅう

頃です。球磨郡あさぎり町の別府這跡では、シカの絵柄が刻み込まれた線刻礫が見つかっています。

2000年前の弥生時代です。
いつと とうらまつそ』と き』.うづか

－字一石経もまた石に記された祈りの証しです。球磨郡五木村の頭地松本B遺跡の経塚から見つかった
つL,t\んくふ.フ

ー字一石経を紹介しました。18世紀に追善供養として築かれたと考えられています。

36



トリ｜i
シ② @ W

'1 ' 1
125.勾玉、管玉、異形勾玉等（中堂遺跡）

…

4

中堂遺跡

写真提供：人吉市教育委員会

126小型浅鉢形土器（中堂遺跡）

127.小型深鉢形士器（中堂遺跡）

の

128.小型深鉢形土器（中堂遺跡） 129小型浅鉢形±器（中堂遺跡）

【縄文の祈り，
ひとよし 芯かどう くま しぎんていばう じ.ょうもん L二うき 鰹んき

人吉市の中堂遺跡は、球磨川沿いの自然堤防の上に営まれた縄文時代後期の終わり頃から晩旦，人吉市の中堂遺跡は、球磨川沿いの自然堤防の上に営まれた縄文時代後期の終わり頃から晩期にかけて
たて為なしきじ小うきよ

のムラの跡です。この中堂遺跡では、当時の家の跡である竪穴式住居跡が81基、幼くして死んでしまつ
うめた;め

た子どもたちを葬った埋甕38基などが見つかりました。
たまるL, どせL,まがたま 、同"やもん まがたま

このムラの跡で見つかったのが、玉類や土製勾玉、特殊な形の土器です。玉類には、蛇紋岩製の勾玉1，
L l了L・ くたたま 、,っせき <だた鼠 承暴だま

異形勾玉1、管玉4，滑石製の管玉2、丸玉1などがあります。また、土製勾玉2とリング状土製品1があ
あさばら ふかばち

ります。さらに特殊な形の土器として、小型の浅鉢形や深鉢形の土器があります。

幼くして死んでしまった子どもたちの霊を慰めるためのものなのか、これらは、縄文の祈りを窺わせて

くれるものとして、とても大切なものです。
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●
131耳栓（灰塚遺跡）

守
132耳栓（白扁平A遺跡）

衷 奏
133．石製品（白扁平A遺跡）130.壺形土器（灰塚遺跡）

q祭りの原型，

祭りは、いつ始まり、どのようなものだったのでしょうか。
はいづか っぽ しせん L鐸らとりびを

球磨郡あさぎり町の灰塚遺跡で見つかった壺形土器と耳栓、人吉市の白鳥平A遺跡で見つかった耳栓と
24きせいひん

石製品があります。壺形土器は、穴の中からまとまって見つかりましたが、何らかの目的で埋め込まれた

ものと考えられます。ムラの中で行われた祭りの道具に違いありません。また、耳栓や石製品も身体を飾

ったりするもので、特別な意味があると考えられます。
、"ふうf』ん そそき

これらは、今から8000年前～7000年前の縄文時代早期のもので、祭りの原型を示すものでしょう。

人々は何を求めるか。

ムラの｢|Iでの祭りや祈Iﾂは、ムラのII!に倣形｜淵を肌めた繩文時代早期に遡ります。人々がム

ラを構え、そこで幕らし飴めようとした時、人々の|川にIIiじるス1､レスは相当厳しいものがあっ

たはずです。人々は、そんなストレスを避けようとムラあげての祭りを始めました。そんな人と

人との間にzlﾐじるストレスの他、ムラの!|!には、身近な人の妃に係わるストレスもありました。

特に、幼くして死んだ-fどもたちの死は、ムラの'|'に深い悲しみをただよわせるものでした。人々
ナ‘+芋や

ら町,』，ひDコ

は、こうした悲しみを祈りという形で紛らわしました。深鉢に迩体を納めて葬っての祈りは、こ

うした'I!で始まったものと考えられます。

そんな祭りや祈り。そこに人々が求めているものは、安らぎでした。
めへ,だ

繩文時代早期に飴まる祭り、そして繩文人たちの祈り、さらには免lll式-k器を使った祭り。
げんし

これら、原蛉から飴まる祭りや祈りは、形を変えながらもその時代その時代の人々によって今'1

まで受け継がれ、人々に安らぎを!j-えながら球磨の文化を育ててきました。そんな歴史が、祈り
き÷う

のM1、球購のイメージの雄ﾙiに流れるものです。
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くま

九州lll地の山懐に抱かれて、閉ざされた球磨。しかし球磨の人々は他の地力の人々と盛んに集
せんごき

っていました。その結果、先上器時代から今Hまで様々な文物が球解に適されました。多種多様

な文化を蓄積する、球磨の文化の奥深さは、こうした背緊の1l1にあります。

｢集う」イメージ
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▼_"蕊磯瑳"‐心
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…雲…鼻鯉謹闇

134.阿高式土器（米山遺跡） 135細型銅剣（ヤリカケマツ遺跡） 136刻銘入り須恵器（下り山古窯跡）
写真提供：熊本市立博物館

q五木を越えてB
いつき くま つと やつしろ

’ 五木を越えて球磨へ至る道は、北からの道です。宇土や八代の平野からの山越えで、縄文時代以来たく I
かｲ〕く いせき

‘ さんのものがそのルートを使ってもたらされました。川辺川沿いに点々と遣されている遺跡は、それに関

‘係するものと考えられます。主なものを紹介します。
｜ あだか ありあけかし しらぬいかL，

， 阿高式土器は、今から5000年前の中九州で流行した土器ですが、有明海・不知火海沿岸周辺からもた’
どうけんどうさ；.う せ↓!どうご

I らされたものと考えられます。銅剣や銅鏡などの冑銅器もこのルートでもたらされたものでしょうし、 ，
めんだし毒 みどりかわ

免田式土器もまた緑川沿いの地域と球磨との深い繋がりを教えてくれます。さらに宇土との係わりを直接
すえ巻 にしき 畠がやまかまあと

I示す文字（｢口人大件■■口井郷夫人□口国宇土郡｣）が刻まれた須恵器が錦町の下り山窯跡で見つ

かっています。

!(）



戻了‐ q

"
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ー
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凸

遍琴
導懸鰭認

識毒
里。『思識霧團

”=

勘
霊塑r羅

″

－ー

137鉢（本目遺跡） 138器台（本目遺跡）

■市房を越えて，
’ちふさ くま みやさき き、合 のぺおか しううも人

市房を越えて球磨へ至る道は、東からの道です。宮崎の西都や延岡の平野からの山越えで、縄文時代以

来たくさんのものがもたらされました。主なものを紹介します。
ふく雄‘と 1jf-うち あはtJ

船元式土器は、今から5000年前の瀬戸内地方で流行した土器です。これが、球磨郡あさぎり町の尾鉢
きび やよ↓' ながくび おおいた

遺跡など、球磨でも見つかっています。また、吉備地方で作られた弥生時代後期の長頸壺や、大分から宮
きだい たかつき もとめ

崎、さらには瀬戸内地方まで広がる弥生時代後期の器台や高杯も本目遺跡で見つかっています。

■
■
■
ｌ
■
■
画
■
■
■
■
１
．
０
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▼_"…鴫…綴_ろ球磨楽展

号_一一一

140高杯（本目遺跡）139高杯（本目遺跡）

142.長頸壷（本目遺跡）141吉備系長頸壺（本目遺跡）

143.船元式土器（尾鉢遺跡）

42



【加久藤･大口を越えて】
，'_くとつ おおくち くj、 か呈し』、

加久藤や大口を越えて球磨へ至る道は､南からの道です｡昔蒔のえびのや鹿児島の大口からの山越えで、
じ病うもん

縄文時代以来たくさんのものがもたらされました。主なものを紹介します。

縄文時代では､ ’0000年前の読挙式土器､4000年前の様式土器など､南九州で流行した土器が見
昌かしぎ LふいLﾉづみせきしつ

つかっています。また、古墳時代の鹿児島北部で流行した地下式板石積石室蟇や、宮崎方面で流行した
るかし達よこあ難 ‘甑りかわ

地下式横穴蟇が球磨で見つかっています。さらに、古墳時代の土器である成川式土器によく似た土器もた

くさん見つかっています。

人々はどこを向く。－－‐
くま

球磨は、九州II1地'l!にあり、lﾉLI方をl11に|ﾉ|1まれた盆地とそのI'il辺の九州ll1地を群台とするよう

に、あまり外の人々と触れ合う機会が多くない、「あたかも|M1じられたような空|』｣」と受け取ら

れがちです。しかし、それはあくまでも印象にすぎません。実際は、多くの人がｲ｣:き交い、さま

ざまな文物が流れ込む、ljHかれた空間だったのです。そのことを、これまでに見つかったさまざ

まなものが物語っています。
し」うもん やよL'

例えば、「交流の機会が少なかったのでは」と思われがちな繩文時代や弥生時代にあっても、
せL，と三・ざ 色ふん

各地で流行した純文式上器や弥zI式上器や背銅器などが入り込んでいますし、ましてやi!r墳時代

以降は、「ｲ'1をか誌わんや」でしょう。今、球購の独特な文化を思うとき、それが交流の猿み箙

ねによって雌し出されてきたものであることを改めて感じることができます。
しつき いちj,ざ かくとう お墓くち

五木越えという北からのルート、i1珊越えという東からのルート、加久縢･M_ 1越えという南

からのルート、そして八代〃liliや芦北〃liliからのlﾉqからのルートと、｜ﾉLI方を向く球購は、各地の

文化を受け入れ、それを留めii.iくことによって、独''1の文化を作ってきました。

球磨の文化は、その地形と|ﾉLI方をli'lく人々によって作られたに途いあIツません。

13



TheMemo'･yo[Mototugu'IIlkata

▼_郷蕊驚鴎』ﾐｰ凸

ゾーンⅢ「球磨に学ぶ～ある考古学者の軌跡～」
●

たかたもとつぐ くよ こだしし

考古学者「高II1素次」は、戦前から戦後と、球磨のII『代史の解lﾘIに心1ilを注ぎました。彼の執

念は、想像を絶するもので、多くの人々を驚I嘆させました。
じゅうこもん

特に、戦前重柧文のある特異な形の|器に注IIして、それを東斯(老占学会の第1 1111総会で発表

したことは特筆に111iします。1人_I戚してlii縦ぶ当代一流の考占学群たちの前での学界発表でした。
いわしみず こばやしひさお

また、石清水式|器を発兄した時のエピソードは感動的です。しかも、小林久雄がその土器を取

り上げて、当時の繩文式-l器研究に石を投じたことは学史の中に今でも生きています。
きせさ

「球磨に学ぶ」では、こうした商111の「軌跡」をまず紹介します。発見にまつわるエピソード

を織り交ぜながら、高田の箸作物や突物盗料により、そこまで商111を動かしたものはｲIﾘだったの
はまだこうさく おときすしげた力.

か、を共に考えたいと思います。また、浜田耕作と球磨の老婆との人間味溢れる関係や、色益亜隆
ゆかり きゅうせつき

等、所縁の考古学者を高mの足跡を通して紹介したいと思います。さらに、ある「IIIJi器」が発

見され、それが今に残されている訳を、発兇の経緯から紹介したいと思います。

145黒川式土器
高田は、この土器をとても

かわいがっていました。
144高田素次著作物

MototuguTakata

言

146免田式土器（市房隠這跡）
高田は、I免田式」と呼んで

ほしいと訴えました。

14



『球磨上代文化資料集成』(十三年三月十日刊）に見る高田素次の原点の意志表示

序

私は考舌学者ではない。考古学の研究家て・もない。たぐ村役場の戸籍事務のかたはら土器や石器を漁り歩
、

き、あちこちの遺蹟地をほつつき歩いて－といってもほとんど郡内に限ってゐるのであるが一一って．もこっ
て．も遺物を拾ふことに楽しんでゐる一介の変り者にすぎないのて、ある。

私がかういふ事に興味を持ち出したのは、さう二十一か二の頃からて、あったと思うからもうおっつけ五六

年はたってゐることになるのて’あるが、その実蹟たるや史ことに微々たるもので今更かういふ冊子を出すな’

どいふことは実におこがまLぃ限りて、あるとI思ふのだけれと．も、夏休みも冬休みも持たず、たず年から年中
仕事に追われ通しの私にしてみればかうしてある時期に蒐集物のひと整理しておかな､､とと”うにf手のつけ
られないものにしてし史ふ恐れもあ')、又紛失した!)こわれたりするおそれもあるL，またかういふ仕事を

すると勢ひ自分の勉強にもなり自分の蒐集物に対する愛も増し面白沫も湧いて来ようと、何年かの計蜜て輔始
めてみたのである。 、

先ず第一輯を遺物の集成としたのて．あるが、これは又資料の目録てあり、出土地名表にすぎないものであ
るが、これでも私にしてみれば相當の仕事であると思ふ。

私がかうぃふ仕事をすることに対して或ひは笑ってゐるひともあるだろう。然しその中には“ず一人位は

喜人て．くれる人のあることを信じてゐる。私はこれによって郷土といふものが幾分かでも強く認識され愛さ

れ研究家の研究資料になるものがあるとすればそれでいいと思ってゐる。勉強はしたい。本格的な学問はし

たい。基礎的登大態の骨だけて鶴もい、．然し今の私はただ郷土から離れたくない'、て､－杯て舎ある。球磨上代

の文化のすばらしさをおもう時これほどありがたい球磨の天地にどうして後がむけられよう。掘っても掘っ

てもつき哲いこの遺物の量とそLて多種多様な型式的様式的な変化と匂ひとを知って誰が東京などへわざわ

ざ出かけて行くものか。私はひとりて靜こちこちかういふものを蒐集する喜びに浸ってゐよう、酔ってゐよう。

私はそれで幸福だ。妻も子も親も兄弟も亡< Lてしまひ、内親の愛からほとほとはなれて育った私が今まて、

にたいした屈曲も唾〈通Lて来得たのは一つにはこの土器と石器とのおかげて’あったことを思ふ時、つまら

ないとは思ひ乍らもかういふものを進に出すといふことは矢張り遺物に対する感謝の心からでもあり、遺蹟

地に対する愛からて．もあるのである。私は土暴と石器によって育てられて来た。私が土器と石器のことを書
くことはむしろ営然なことて．あり又私の責任でもある様な気がする。

、

昭和十三年三月十日起草の日

高田素次

ー
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TheMemol･,'()(11ototugu"lkikata

▼_……趣ふ_ろ球磨楽腱

ある考古学者の軌跡・‐
たがたもとつぐ たuし

i{､il l l素次（本名、元)。考-lli学稀、lも俗学特、歴史家、郷止ｲﾘ|:究家、歌人、俳人等々の多才な

人でした。尚、の学風・作風から溢れl1}るのは、郷1愛であり、人間愛です。
うえ

iWlllは、1912 (JC_11；元）年10)15II 、球磨郡上村（現、あさぎりllll._l:)に44まれました。1931
ひと＆し

(lli{和6)年lll制人息i'f｢I{学卒業後、小学校の代川教典を総て、1933年に上村役場に入るも1950年

依願退職．けっして豊かとはいえない線らしの!'｣で、球朧のさまざまな分野の研究に打ち込みま

した。堆涯の!|!で残した、30冊以'--の耕祥、数多くの学術論文、随兼、短歌、俳句などは今でも
くまにち ゐらさせいし

光輝いています。県文化財保謹功労料、熊ll賞、県近代文化功労群、荒木精之賞など受賞。
！すい さかt｣とけいき皇つ

そんな商出の考占学の研究は、1935 (昭和10)年8jj，il川水l111-肌身の坂本經尭の「人吉盆地周
いわ－み3‘

縁の史前進跡を訪ねて」にlil行したことがきっかけで飴まI)ました．lilじ年、イ『清水式1冊を発
もとめ おとまずL,け（か

}L｡ 1937年には本H迩跡を乙益飛隆と ‐緒に洲介し、その成果を『考-I{r学」8-11に寄せました。
豊L,ぞん

1938ｲ|:にはあさぎり町才|刺IIf埴と共に、それまでの洲企成果をまとめた『球磨上代文化盗料集成

（||録)』を発行。1939年には東京考-lli学会に恥身乗り込んで、免lll式.l二器についての研究を発表

しました。そして、1940年『l1本典塚の典類』、1941年『II『野illl以前に於ける球磨の金ｲi文資料』

の発行へと続いていきました。

では、尚出をこれほどまでの研究に駆り立てたものはいったい｛11だったのでしょうか。そのこ

とを窺わせるものが、尚lllが;|;:いた『球磨上代文化資料集成』の序文にあります。

私は矛古学者て翻はない。考古学の研究家て．もない。たぐ村役場の戸籍事務のかたはら土器や石器を漁り歩

き、あちこちの遺蹟地をばつつき歩いて－といってもほとんど那内に限ってゐるのて．あるが一一つでも二つ

でも遺物を拾ふことに楽しんでゐる一介の変り蓋にすぎないのてある。
〆

（略）

私がかうぃふ仕事をすることに対して或ひは笑ってゐるひともあるだろう。然しその中には災ず一人位は

喜んて‘くれる人のあることを信じてゐる。私はこれによって郷土と、､ふものが幾分かでも強く認識され愛さ

れ研究家の研究資料になるものがあるとすれば矛れでいいと思ってゐる。勉強はしたい。本格的な学問はL

たぃ。塞礎的な大態の骨だけて．もい、。然し今の私はただ郷土から離れたくない心て繍－杯てある。球磨上代

の文化のすばら1しさをおもう時これほどありがたい球磨の天地にどうして後がむけられよう。掘っても掘っ

てもつきないこの遺物の量とそして多種多様な型式的様式的な変化と匂ひとを知って誰が東京など､へわざわ

ざ出かけて行くものか。私はひと!)てゞこちこちかういふものを蒐集する喜びに浸ってゐよう、酔ってゐよう。

私はそれて．幸福だ。妻も子も親も兄弟も亡くしてしまひ、内親の愛からほとほとは段れて育った私が今まて’

にたいした屈曲も蛍く通して来得たのは一つにはこの土器と石器とのおかげであったことを思ふ時、つ曲ら

ないとは思ひ乍らもかういふものを世に出すといふことは矢張り遺物に対する感謝-の'脳からて．もあり、遺蹟

地に対する愛からでもあるのて．ある。私は土器と石器によって育てられて来た。私が土雅と石器のことを書

くことはむしろ誉然迩ことであ')又私の責任でもある様な気がする。

この文章の中から、なぜ11'il l lが研究に突き進んだのかをi流み取りましょう。それは、ほとばし
あとまうしlブたか

る郷｜愛や人間愛であり、211時東)j(で考11I学を学んでいたC益卿鐙への期待を込めた暖かな眼弗

しとライバル意識であったことが分かります。そこに商ll1の強烈な佃性の源があったのです。

判111環境に恵まれることのなかった、ある聯ili学荷の軌跡は、今の私たちに何を詔りかけてく

るのでしょうか。

46



遺跡は感動だ！。‐

遺跡は感動です。

遺跡には、土器や石器を拾い上げた時や掘り出した時、それらのかけらをつなぎ合せた時など

の感動がいっぱい詰っています。現に、私も、小学生の時、1_1が暮れるのも忘れて土器を拾い集

めた時の感動、20年ぶりにその遺跡に出会い、その遺跡を夏女と名付けた時の感動を今でも鮮や

かに思い出します。それは、未知なものを探し出せたこと、未知なことに気付けたことへの喜び

や驚きに外なりません．
たかたもとつぐ

高出素次の周Iﾂには、そんな感動が満ち溢れていました。高lllの文章の随所にそうした感動が

散Iりばめられています。

ノ

土器片（自著『嘘のような本当の話』所載）
ロ

掘り取って来た土器のかけらを、洗って乾して接ぎ足してゆく作業は、考古学徒の誰もがやる三つの楽し
､､仕事である。

それは、昭和十年の暮頃のことだ」たかと思うが、人吉の石清水というところに丁度道路工事があってい

た頃のことである。自転車て．そこを通りかかって、その切り取られた道路の断面に、土器片の一群を見付け

た私は、附近に落ちて、、た棒切れを､拾って来ると、何時間か科ってその一群を掘､リ取り、ハンドバックに入

れて病院に着いた時は、'約束の時刻をすでに三時間も過ぎていて、入院L-て待っていた妻をひと"<おこらせ、

また無性に喜ばせた思い出も今はかαい､。 露

妻が亡くなったあとて、この一群の土器片が、底部の少し上った、押型紋の深鉢型の、しかも完形を復元

させ得るしろものて'あることが判った時、私は密かに妻の位牌にこのことを告げ、喜びを語ったものであっ

たが、熊本博物館に、東光彦君の手て曇、この器型を模して作ったという土器が陳列されているのを見ては、

さすがに胸のうずく私であった。

けだし、我々の集めている土羅の資料の殆人どは、皆かけらばかりに過ぎ通い。かけらを接き．足し、石膏

で補充して原型を復元しようとする努力は、一つの哲学て．もある。我等もまたかない､人間のかけらの一つ

に過ぎないからて鶴ある。今年小学校を卒業する長男がまだ一年の頃だったと思う。ある日、タケノコがぎに

行くといって家を出たものの、途中て畿畑の地下げをしているところに、多くの土器片を掘り出しているのに

出合うと、ついに薮まで行くのをやめて、土器のかけらばかりを篭一杯ひろって、いつもにない頓狂な声を

出しながら帰って来たことがあった。条痕文のある大型の土器片を、その夜早速長男にも手伝わせながら接

ぎはじめると、段々大型の鉢型土器に出来上って行った時の、長男の欲声を私は今も忘れなし､。一片のかけ
らを計測してはその断面の曲線を知り．、それによって全形を復元しようとする努力は、ついには一片のかけ

らによって全形を察知する眼力ともりfるのて雲ある。いつか長男と上村の的射場遺蹟に行った井上猪一郎君が、

そこで採取して帰った土器片の中に、かつて私がやは')そこて翻拾ったのと全く同じ手工の、まるいマドを幾

つも口縁部に並べてあけた土器の一片があった。私は私の前に拾ったそれとすぐに比べて見た。するととゞう

だろう、その二つは全くびった')接着してしまったて．はないか。余程前にこわれて、余程前から別々に土中

に理っていたに違いないこの二つのかけらは、別々に掘り上げられ、拾いとられながらも、ついに再会する

ことが出来たのに、人の世には生きていながら一緒に通れない親子があり、夫婦がある。人生は限りなく美

しいと同時に限りなく寂い､所て．あることを土器片はきっと知っているにちがいない。あの時の井上君の顔

は今も消えαいが、その井上君ももうこの世にはいないのである。

（熊本日日新聞・三十年二月二十二日掲載）
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浜田博士の詫び証文。一一
『jまたこうさく

球膳には、京都帝腱|大学の総農を務めた浜lll耕作にまつわるエピソードが残っています。それ

は、あやまって土器を壊してしまった浜111を持ち主のお婆さんが怒り、浜lllに詫び証文を譜かせ

たというエピソードです。

浜|||耕作(1881-1938)は、易〔祁帝I玉|大学に考古学教宗を|；M設した粋II｢学祈で、 上|本考lli学の

基礎を作った方です。浜|||は、考古学教室の|州設後、 l l本杵地で遺跡i淵査を行いましたが、熊本
そうし痕< 心･↓つも

県内でもその・環で装飾i1l.職や縄文典塚を洲在し、その成果を『京都帝l玉|火学文化火学考･,li学研

究報('i」にまとめました。
おおJ）命‘l､こめ爺 いん4-:う わらびてとう

浜|||は、1917 (JE]1:6)年、人吉市大村枇穴群の調炎の時、犬童家を訪れて、蕨手刀と－－緒に
わ しj､うぞ･ん

兄つかった碗を調査しました。詫び証文の1件は、この時におこった出来事です。「同じ物を送る」

といった浜11lに、「II1じ物が2つあるものか」と応じたお唆さん。何ともi;えず、つい笑いがこ

ぼれそうなやI)1I(I)です。
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147.浜田博士の詫び証文

149.蕨手刀（大村横穴群周辺）

150蕨手刀箱
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【ことの発端，

ことの発端は、浜田耕作が碗の写真を撮っていた時に、あやまって落としてしまったことです。
た力たもとうぐ

高田素次は、ユーモアに溢れる文章で書き綴っています。

ノ

浜田博士の詫び証文（自著『山麓抄』所載）

浜田耕作先生が梅原未治先生をお連れになり、人吉駅の裏手の、村山の横穴群を調査に来られた､時の語だ

から、大正六年の一月のことであったろうか。通称「赤瓦」て熱通っている犬童家に、明治四十年頃、鉄道工

事の際に、附近から掘り出したのだといって保存されている蕨手の太刀と、碗形の土器があるのを見たいと、

赤瓦に立寄られた時のことて・ある。

一応調盛を済まされて、浜田先生はその写真を振ろうと、台の上に土器をのせながら写真機をのぞきこま

れた時であった。どうじたはずみて、だったのか、台の上の土器がころりと転んて醸、床の上に落ちてしまった

のであった。驚かれたのは浜田先生ばかりではなく、側て、蕨手の太刀の実測図を作って居られた梅原先生が

びっくりされた。が、それよりも驚かれたのは赤瓦のおばあさんて醤あった。世界に二つとは無い物のように

思いこんで、今まで大切にしておられた品だけに、真二つに割れてしまった土器を見ると、おばあさんの顔

は真青に唾って行った。恐れ入って頭を下げ､られる浜田先生に向って、おばあさんの声は噛みつくようにふ
るえていた。「おまん戦、（お前きんは)そういう無調法なことばして、ゆうぞそいで大学の先生の動まんもす。

昔登いば、打首て．<,ざんそうぱい」目は確かに角立ち、額には青筋が立っていた。先生はどうしようもない

ので、た寸､両手をついて平あや堂リにあやまられるのであったが、おばあさんの顔色は一段と真青であった。

先生は恐る恐る、小さな声で

「誠にど､うも、何とも申訳のないことをしてしまいまして相済まない事でございますが、いずれ京都に帰

りましたら、早速同じ物をお送り致しますから……」と言､､かけられると、おばあさんは踏みつける様に、

「同じも人の二つ、どう､､有りもそうに。おまんも(お前さんも）もIう一人居れば､ニセもんて‘ぐざん
そうぱい」 v

このけんまくには浜田先生も困られて、「弁償せよとおっしゃれば、出来るだけのことは致します」と言

って頭を下げられるのを、おば､あさんは見向きもせず、硯箱を引きよせると、土器の入っていた桐箱の蓋を

iさして、いつと．うしてこの土器を割り、誠に申訳の通いことを致しましたが、今後は決してこの様倉無調法

は致しませんと、こ、に自分で書きなされ、と命令されるのであった。先生は言われるま、に筆をと')、蓋

の内側に、おばあさんの言われる通りに書いて叡署塔されたのて奪、やっと許されたのであったが、後に先生は

このおばあさんに四国で発見された同じ型の同じような大きさの土器を送ってよこされ、おばあさんは死ぬ

まで先生の箱書と共にこれを大切に持っていた。 I

昭和十八年の碁に、梅原先生がお見えになった時、私がこの話をすると、先生は、あの時は本当に恐ろし

かったて醸すよ。としみしみ述懐されたのだったが、こうした託もど．こかに書さ残しておいてよい話ではある

まいか。

（熊本日日新聞三一年二月一日掲載）
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集う考古学肴・
たかたもとつぐ うめいら.jえじ 壷ときすしけたか 空ばやしひ皇お 崖かt』とLノいきふう みしまL'たる

高III素次のもとを、祢原末沿、乙益刺維、小林久雄、坂本經尭、三島格など、1_1本的な多くの

\1'洋粁が訪れました。彼らは、商lllと共に、未知なものを探し出せたこと、未知なことに気付

けたことへの再ぴや驚きを共ｲjできる人々であり、迩跡を感動できる人々でした。そして、高｢11

は、集う多くの考-11I-学背との交流を通して、大きく成握していきました。

訪れた考古学若は、商川が良年収集した盗料を洲介しました。そうした'|'で、世に川された業
いわしみ．ず とうちしもて

綾は、枚挙に暇があIツませんが、その!i!で特にkげるとするならば、フfi清水遺跡や頭地~ド手遺跡、
もとめ ざいぞん めんだ

本l.j遺跡、イ1*l･1I峨なと．の発見でしょう。イi清水遺跡や本||迩跡の発兄はｲi清水式士器や免田式

士器を全|玉|的にｲ端にしましたし、弧地|､.手迩跡や才1*I1I蛾の発見は学界を鷲‘際させました。

そんな考古学群のII･!で、熊本ﾘi4の老･lli学のjIL礎を件った考-lli学者、小林久雄と坂本經堯を収Iツ

Iげてみましょう。

一

一
一

151．頭地下手遺跡土器

頭地下手遺跡

写真：『九州縄文土器の研究』より

l小林久雄と頭地下手遺跡，
しf｣ましさ <晟画‘′よう ‘’よう郡ん

小林久雄（1885－1961）は、下益城郡隈庄町（現、城南町）の町医者であり、戦後、城南町長まで

務めた政治家でもありましたが、それ以上に、九州縄文時代研究の基礎を作った考古学者として有名です。
もりもとろくじ

弥生文化研究に大きな影響を与えた森本六爾等、東京考古学会のメンバーとも親しく交流していたこと
ふしもりえいし名

を、全国の考古少年に夢を与えた藤森栄一が紹介しています。
くま いつき

そんな小林が球磨郡五木村にある頭地下手遺跡を調査したのは1940（昭和15）年のことでしたが、

この調査に尽力し、共同で調査したのが高田素次でした｡高田が本格的に考古学の研究を始めた1935
L‘室訳 いずみ きたくねやj、 かねさき

年から数えて5年後のこと。調査では、縄文時代の後期の、市来式や出水式、北久根山式、鐘崎式等の
せきそく よじいせきふ せきウい ヴリ↓学 いしさら

土器や、石雛や磨製石斧、石錘、磨石、石皿などの石器がたくさん見つかりました。山間地の縄文時代
やまあい

遺跡がどのようなもので、当時の人々が山間のムラでどんな暮らしをしていたのか、等々を考えさせる

調査は、大成功のうちに終りました。
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須恵器を見る高田素）欠

写真：『水上村史』より

千人塚で中央が高田、右端が坂本經堯、その中が熊十じいさん

【坂本經堯と水上村干天塚~】
ごかもと'九き~豪う すみよし しす! 、 さんのう

坂本經堯（1887－1971）は、菊池郡住吉村（現、泗水町）日吉山王神社の神官の家に生まれました。

日吉山王神社の神官の傍ら、住吉尋常小学校、菊池西部農業学校などで教鞭をとりましたが、それ以上

に、熊本の考古学研究の基礎を作った一人の研究者として有名です。
たかたもと-．ぐ

そんな坂本と高田素次との出会いは、坂本が「人吉盆地周縁の史前遺跡を訪ねて」と題する調査旅行
みｳ.かみ

を行った1935（昭和10）年8月のことです。この時、坂本は、調査のため、高田とともに球磨郡水上
せんにんつか

村の千人塚を訪れました。その時のことを高田は、『水上村史』に次のように書いています。

私は、昭和十年の八月十八日に、坂本経尭先生のお伴をして、この千人塚に来た時のことを思い出

した。あの時は確かにこの元野部落のあたりで、縄文式の土器数片を採集し、そのある物には短直線

文が施されていたのを忘れい､が、典るて石器時代のままのような家の中から、それこそ石器時代人

のような顔の渕上熊十ぢぃさんが、のっそりと出て来て私たちを迎えてくれた時のおと"ろきと喜びは、

その時の記念写真にそのままのこって、、る･

高田は、この調査に同行して、坂本から縄文式土器について学びました。以後、高田は、考古学研究

にのめり込んでいきました。千人塚の調査は、高田の考古学研究の原点ともいえるでしょう。
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守_"…艇…録_ろ球磨楽腱

偶然とのIII会いを大切に～石清水式土器発見秘話～・－
たかたt』こ←』く ！､わしみす

HII1紫次のイi清水式I器発兄の話は感動|'19です。

ifil1lは、病院に入院する令夫人を兄郷うためにIflil"|[をこいで人古にli'jかっていました。その
ひとふし

道すがら、人-IIf町（現、人-,'i-IIJ)のｲi清水の道路画I現場を通りかかったところ、断miに顔を出
やまがた おしがスもん

す111形のlIIIM文土器が商111のl lに入りました。尚lllは、IEIMI(から降りて、すぐに棚|ﾂ始めました。

当然シャベルはありません。近くにあった竹を拾って、それをへうにして掘り進めました。そし

て、3時間の格闘の末、通りかかった令嬢の助けも受けながら、ようやく掘り出せました。お兄

郷いは"1然ながら火I附な遅刻。令夫人は、少々御立腹気味でしたが、洲りll}した'二器を兄せられ

るや、心から灘びました。

そんなエピソードを、尚lllは、「 ‐尺の錐」として紺介しました。

ところでこの「-‐尺の兼」とは、どんな艦なのでしょうか。

高lllは、その「一尺の雄」に感動しました。それは、道路の路線が「 -尺」でもずれていたな

らば、そのI器が残らなかったからです。たまたまそこに道路が通ることになり、その結果、断

面に土器が顔を出し、半分だけでも尚lllの手元に残ることになりました。，州Hは、そんな偶然を

「一尺の錐」と表現して、感動してみせたのでした。

」

153石清水式土器（灰塚遣跡）152石清水式土器（石清水遺跡）

0石清水式土器とは？ 、
ごはやしひさ識

小林久雄は、人吉市石清水遺跡で高田素次が発見した押型文土器を1939（昭和14）年刊行の『人類

学先史学講座」の中で石清水式として紹介しました。その特徴を小林は、「口縁に近く環行する横直線

がある外は、口縁より底部に至るまで一面に山形連続文が施され、内面にも口縁に近い部分に同種文様

が附せられ」、「形態は梢大きな深鉢形で口縁は外曲し、 胴部には上下二個所に膨みがあり、底部は平

底で上げ底になってゐる」と説明しました。ところが、この土器型式については、その後積極的に取り

上げられません。その理由は分かりませんが、もったいないことです。
たむ了やま

南九州の手向山式土器によく似た文様、底の形から、手向山式と同じ時期の中九州の土器型式と考え

られます。押型文土器の移り変わりを説明するうえで、とても便利な土器型式です。
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－尺の差（自著『嘘のような本当の話』所載） ノ

木上村から川村の柳瀬を通って、観音寺の裏に真直に通ずる県道が、頂度その頃工事中のことだったから、

さうさうあれからもうかれこれ三四年は立っていよう。

丁度その頃腎臓炎で入院Lていた妻を見舞うべく、久しぶりて．自転車に乗って、私は人吉へ出かけて行っ

たのだったが、その途中、その工事場Iを通りかかったのだった。
柳瀬から真直に来た新道が、旧道と落合って湯前線の陸橋を渡ろうとする僅か手前の所まて繍来た時て‘ある。

北側の断層一と言っても、実は畑だくった所が一間半程掘りさげられたために出来た一種の地層の断面なのて、

ある－に、土羅の破片みたいをものが、ちらちらシと眼に映ったのて．あった。

自転車の上からのことて鹸はあったが、ほんの一瞬、それが土器であることを直感して、自転車を飛びおり、

竹くらを拾って掘ってみると、それがまたすばらい､、これまて÷に郡内ではまだ一片も見つかっていなかっ

た山形押型文の、然も完形を復元し得るだけの大きなしろもめて．あったのには、何とも言い様のをい驚ろき

と喜びでいっぱいだったのだった。そのため、妻との約束の時間を三時間もおくらしてしまって、さんざん

叱言をくったあとで、そっとハンドバックをひらいて、土器のかけらを山ほど出して見せた時は、’腱から喜

こんて隷くれた妻だ．ったが、今になって考へてみると、あの時のあの嬉しそう宜顔が妻の最後の顔だったのて

ある。

ところで、なぜそう三時間もかかったかというと、第一壊れない様にと入念に少しづつ竹くらで掘りにか

かったのだったが、地表下三尺五寸ほど､のかたい粘土みたいな層の中にうまってゐるのではあり、シャベル

なして．それを掘り取るといふことは、ずゐ分無暴てゞもあったのて．あった。もしもあの時あの今嬢が一前に言

ふのを忘れたが、実はこの時丁度道を通りかかった名も知らない今嬢があって、一生懸命竹くらで掘って加

勢してくれたのだった－加勢じてくれなかったら、私はもっとおくれて夕方頃しか病院へは行けなかったの

潜ったかも知れ蛍ぃ。

妻を亡< Lてすでに三年になるが、この頃余計に私はあの時の今嬢が思い出されるのである。

それはさうと、あの県道がもしも今一尺南寄りに測量されてゐたならば、恐らくあの鉢型土器は完全に掘

りとられ、あの様に真半分が切りとられはしなかったかも知れ通いと同時に、また一生我々の眼にはつかな

かったのかも知れな、､◎がまたもう一尺北に寄ってゐたとしても、それこそ恐らくあの土器は一かけも残ら

ず道路の下に掘り込まれてしまってゐたかも知れない。一尺ど．ららに寄っても我我は結極はあの土器を見る

ことは出来なかっただ､ろう。丁度あの土器の埋ってゐた場所が半分て‘も道路にかかったお蔭で、半分でも残

されたのだったといふことを泌々と考へたのだった。

完全無訣の土器といふ物はほとんど､ない。一片のかけらが我々には極めて大事なものである。あの土器も

完形を復元し得るだけ残ってゐたばかりに、今度出版される『先史学人類学講座』に石清水式土器として入

れられるのて．はないか。我等も人間のかけらにすぎないが、かけらばかりが集ってこの世の中を形成してゐ

るのだとすれば、一人の人間も大切窟ひとかけて．あるのであり、土器のかけらが一かげ－かげ集って原形が

復元され、一かげ－かげ綜合されると一つの仕事が出来上る様に、かけらばかりの人間もうまくつぎ合され、

綜合されたら大きな仕事が出来上るのだ。けれどもそれは土器の様にあぶないあぶないつき穣ものて諜はない。

カゼインの代りに日本精神が日本人の一人一人をつないでくれてゐるのだと恩ふと、このひとかげの人間が

実に尊いものて鍔ある産とを思ってしみ上､みとさせられるのて“ある。

（｢日本談義」・第三号.十三年七月掲載）
ず
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郷土に誇りを持とう～免田式土器登場秘話～・‐ 一一一
めんだ やよも‘ こつさ

免lli式士器は、弥生時代後期の土器です。ソロバン玉のような形の胴に、ややlIMき気味にのび
ながくひ じゆうLら

る|リ筒状の握頸がつく、とても特異な形をしていて、lllil部の上半部には、細い棒で引いた、亜弧
憾沁 きよし あやすざ

文や半重弧文、鋸歯文、綾杉文など、装飾'WI州かな文様が付けられています。文様の中でも砿弧

文が番多いことから重弧文士器とも呼ばれています。

この免、式土器は、球磨郡内の町、免lllという名が付けられた上器です。それも、球磨郡免lll町
お士息jしけたか

(現、球磨郡あさぎり町免Ⅱl)出身の△益刺聡が淵付けに係わっているところが川'1いと思います。
しゅうせL j･ろく

色益が書きました「免lll式土器名付けのIII米」によI)ますと、当時、『弥生式土器聚成図録」
こはやしゆきお

の解説論文を執兼した京都大学の小林行雄が乙益に、

重弧文の文様を描く土器は、弥生文化の前期にもあり、中には縄文式土龍にも描かれている。ついては、

従来重弧文土羅とよばれているものの塔称を、かえてはいかがだろうか。それについては、他の土器様式名

と.同じように、遺跡名をつけたがよいと思うが
'

という州談があったそうです。乙益は、いろいろと悩んだ末、

免田式と名付けてはいかがてしようか

と梓えました。免lllは、乙益がIIまれ育ったところです。

1

およそわが国の弥生式土器には全国にわたって、約一六○種にのぼる様式名が設定されている。中て．も、

歴とした独立町村名を付した土器様式は、免田式土器だけではなかろうか。

と課:いた乙読は、誇らしげでもあI)ます。

乙益が故郷免lllに寄せる思い、郷士に誇りを持っていたことが良く分かるエピソードです。

h ー

154免田式土器（本目遺跡） 155.免田式土器（本目遺跡） 156免田式土器（本目遺跡）

戸

157免田式土器（本目這跡） 158長頸壺（本目遺跡）
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前ﾘ/,;からlifl lが,l.fIII紫次．イi'､1111:良儒犬、坪j|:良､'た、大場雛雄、 1人おいて価1 l滴と、棚砧仲ﾘj
i,'iﾘ)、 1人おいて朧llllil几I郎雌後l1/I;から杉原糀介、 .Lifl ll格、2人おいて己怖飛降、抓坂師弥

2 ll l l左から3人lllll内

写真：『しらがね帖』より

【考古学者大集合~東京考古学会～，
た力たもと-.く

高田素次は、1939（昭和14）年、上京しました。それは、東京考古学会の第1回総会（1月8日開催）

で「重弧文土器について」を発表するための上京でした。この時の写真に、前列左から4番目に座る背広姿
芯ぉらのぶお つばLリ4.うへぃ おおlざ↓､わぉ ひくらきょゆき さかづめなかぉ やまのうちすがお

の高田がいます。またこの写真には、直良信夫、坪井良平、大場磐雄、樋口清之、酒詰仲男、山内清男、
－，のさきしろう す謡主らそうす凸ノ ‘j､したいたる おとます－．たか えさかてるや

篠崎四郎、杉原荘介、吉田格、乙需軍降、江坂輝弥ら、居並ぶ当代一流の考古学者たちの顔が見られます。

球磨から単身東京考古学会に乗り込んだ高田。おそらくは、無事発表し終えた高田の顔は、自信に満

ち溢れていたことでしょう。そんな高田のバイタリティーの源は、『球磨上代文化資料集成』で窺える、

ほとばしる郷土愛、人間愛であり、当時東京で考古学を学んでいた乙益重隆への期待を込めた暖かな眼

差しとライバル意識にあったことでしょうし、生活環境に恵まれなかった、彼のひたむきな学問への志

向にあったことでしょう。
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なぜ旧石器は残った～旧石器発見秘話～・
えかK｛』十つく せんどき

il'5111素次は、先土器時代の石器の発兄に執念を燃やしました。それは、老Ili学粁として球磨の

始脈を探求する、ある意味での彼にとっては研究岐後の到達点でした。「イモゴ牌」のi､~への飽

<なき探求は、そうした商n1の思いを良く表しています。
めん武 ごほんよつ

iWll1は、1970 (IIMI145)年9j1、球隣郡免ll l lllI (jM･あさぎり町免ITI)のｿf本松に立ちました。
難んしつおうかつしよくどそう

そこでは、｜玉|道バイパスエ事がおこなわれていました。そこで、商|+|は、軟鷲黄褐色-kk#の断面
おしがた よりいこ こつかつしょく

からイi器を見つけたのです。その軟賀批褐色I州は、j1li型文士器や撚糸文士器が見つかる黒褐色
とぞう

=IJ鰊の~ﾄｰにある、土器が兇つからない地l《'#です。il'5IIIは、

イ‘モゴの年代は今はもう一万年よりあとであろうとなかろうと、それはと“うでもよい。黒褐色土層の文化

相と賛褐色土層の文化相が、縄文時代と無土器時代を分ける目盛りのようなものてゞあるとするαらば、急ピ

ッチをあげて進行中の道路工事に先がけて、正式な緊急調査が此要であることを、イモゴ層の下から私は叫

びたい。

とふりしぼるような声をあげています。尚|||は、先1:器時代の探求が球磨の研究にとって如何に

必要不IIj､欠なものなのかを強く意識していますし、先土器時代研究において球鮮が全朧l的に注l l

されている現状を予言しているかのようでもあります。

そんな!|'で、ある石器が兄つかりました。1973 (昭和48)年、当時深川小6年のII!武修がそれ

まで棚り出したこともない典っ黒なイiを砂礫岬のII!から兇つけました。II!武少年は、』'1時深田中

の唯徒であった姉に兄せました。姉は、すぐに社会科の樅水談に兇せました。樅木も、良く分か

りません。そこで石の専|!3家である、教頭の原lll_If史に見せました。

とても-11iいイi器の1'j"能性が商い、そのイi器は、今でも原|11のもとにあります。では、なぜこの

II IVi器は残ったのでしょうか。

それには、遺跡への強烈な思いとともに、断ち切られることのない人と人との触れ合いが係わ

っています。仮に場面場面での人と人との触れ合いが断ち切られていたとしたら、おそらくこの

II III器は、残らなかったはずです．

この11M器は、そんな人と人との触れ合いの大切さを教えてくれているようです。

159旧石器（下里遺跡） 160旧石器（五本松遺跡） 161旧石器（矢岳遺跡）
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イモゴ層の下から(自著『嘘のような本当の話』所載）

球磨地方、特に上球磨地方は至るところにイモゴ層が地下をおおっているが、地学をやっている人たちは、

このイモゴ層は、霧島火山の噴火によっ'て出来たものて録、一悉新Lいものて鵠も、今から一万年は前のものだ

といっている。無論、ところによって厚さに多少の違いはあるようだが、だいたいにおいて三○糎前後の厚

さをもっているようだから、三○糎も灰の堆積をつくった噴火というと、どのくらいひど､いものであったか

は想像もつか白いけれども、そのころすでに上球磨地方には人が住んて鵜いたらしく、このイモゴ層の中に縄

文期の土器や石溌を残してiいるのて．ある。しかしもしもこの大噴火よりも前からこの地方に人が､､たとすれ
ば、このイモゴ層の下からも当然何らかの遺物が出てもよいわけである。多良木中学の林幹彦氏から、免田

町の五本松遺跡では、このイモゴ層の下からも確かに土器が出るということを知らされたのはよほど前のこ

とだったが、それ以来私の夢はこのイモゴ層の下にかけられて来たのて譲あった。

五木松一帯のイモゴ層は三○糎ほどの厚さがあり、その下に四○糎ほどの黒褐色土層があり、その下に軟

質の黄褐色土層があるのだが、土器はこの黒渦色土層の中からだけ出るらしく、それはほとんど．押型丈と、

より糸文に限っているようて,ある。しかし賛褐色土層からこれまて,には土器は全く見当っていないのて÷あっ

た管

ところが、たまた丈はじ､まったバイパスの道路工事は、その五本松遺跡をイモゴ層とゞころか、ずっと深い

硬質黄'褐色土層の下まて．も掘りくずしはじめたのて儀ある。
車

九月二十四日(昭和四十五年)の午後であった。私は掘りとられた炊質黄褐色土層の断面から、思いがけな

くも数個の黒曜石片と、一個の硬質頁岩で出来た、明らかに加工された石器を発見したのだが、更に二十六

日、二十九日と同地を訪れ、さら．に数個の黒曜石片を同層中から採集したのて．あった。もしもこれらが無土

器時代の遺物て奪あるとするならば、この土層につづく黒褐色土層から発見されている縄文の石器と、どのよ

うにつながるものて．あるか、縄文期の石器にはなぜ硬質頁岩を用いたものが見当たらない(或いは少ない)の

て,あるか煙ど、興味深､、ものがあるように思われる。イモゴの年代は今はもう一万年よりあとて’あろうとな

かろうと、それはと‘うて‘もよいご黒褐色土層の文化相と擬褐色土層の文化相が、縄文時代と無土器時代を分

ける目盛りのようなものであるとする唾らば、急ピッチをあげて進行中の道路工事に先がけて、正式α緊急

調査が縫要て織あることを、イモゴ層の下から私は叫びた、､。

（能本日日新聞・四十五年十月十日掲載）

五本松遺跡で高田が見つけた硬質頁石の石器
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深田小学校裏手崖産出の旧石器について

IIMII48fr (1973)、給食室建築工輔のために切断露lllした校地袈手の商さ約1.6mの砂礫j智のJIL

部で、数人の友人と．、緒に砂礫層から榛をほじくIﾂ出して遊んでいた、:'1時深川小学校の6ｲ|§唯

だった''1武修荊は、それまで掘り出した礫とは色も形も企<違った典っ黒で異様な端ハを手にし

ました。これがIII二I州がIﾘ｣碓なものとしてはり!↓1､~雌･古と判断されるll附器の発見だったのです。

たまたま深IIIII!学校の＃|ﾐ徒だった修洲の姉さんが、社会科の授業で石器のi活を聞いて、先II弟

が持ってきたｲ~iもイi器かも知れないと恐い学校へ持参しました。満ハの提示を受けた社会科旭>'1

の樅木穣教諭は、私は7nのことは分からないから教頭さんに持ってｲ]z<ようにと指刀くされたので

した。§11時深田1'1の教頭だった私は、淵ハが深川村に存在しない』‘|‘1色珪質頁料であって、自然状

態での砂礫1曹への混入は地形的に絶対不IIj.能であること、岩片の縁辺部に人為的な轆形加工を意

味する打喋痕が連続して|ﾘl暗に認められ、表miの‐‐部にこれも人為的な力|Ⅲと思われる平滑mが

形成されていること、史には砂礫I稗が加久藤溶結凝灰ザト l･_に位撹し、砂礫j禅'．､部に姶良（入戸）

火砕流堆積牌であるシラスが存在するという地賀学|'l刎眺から、この岩ハを111石器であると断定

し発表しました．

シラスと加久縢溶結凝灰瑞の科学的測定年代が、それぞれ25万年前と30ガイ|を前とされることか

ら、深ll1小産II叩器が25ﾉj年前よりIIiく、30万年前より新しいことは当然のことながら、砂礫＃‘#

紫部からの産出であることを考慮すると、漠然としたものではあっても30万年前の方により近い

とする判断が成立します。なお砂礫陣1｣!鳴部には、加久藤火砕流の堆蔽時にIII来すると思われる大

小多数の1隆禰111礫が混在しており、前記判断を側面的に補足するものと考えます。いずれにして

も、日本雌古のII1能‘性まで保ｲj-する1I1"i器が現存し得た拙然の簸なI)に、深い感銘を覚えずには

いられません〔

(I1本地質学会会典原111正史）

~‘--

どミ， 卜 師
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自分の郷土に感動しよう。 ---‐－ －
たかたもとつぐ

fflll素次は、考古学のみならず、民俗学、朧史、郷士研究、短歌、俳句など、'llm広い分野で、

その才能を思う存分発揮しました。球膳に伝わるi}制の掘り起こし、ウンスンカルタの遊び方の
しんしゅうさんせL‘ たねやよ’しく lましf』と心蝿んころう

復元、真宗禁制とかくれ門徒の掘り起こし、枕111ｲ『_L橋本勘五郎の掘り起こし、球鮮が生んだ偉

人の掘り起こし、球磨のIfl然を詠ったたくさんの短歌や俳ｲ'j等々。そこに溢れるのは、I4I分自身

を育んでくれた郷士、球磨のI'|然や文化、人々への感謝を込めた表現でした。それは、溢れんば

かりの郷士愛、人間愛をそこに感じ取ることができるのです。尚lllは、彼I,|身の郷士愛、人間愛

を数々の件1M!のII1に散I)ばめていたのです．そのことがよく分かる表現を『球磨上代文化資料集

成』の序文に兇つけます。1938 (昭和13)年。彼が椚動を姑めた頃の、彼のふI)しぼるような叫

びのようでもあります。

私'はこれによって郷土といふものが幾分かて’も強く認識され愛され研究家の研究貸料になるものがあると

すればそれでいいと思ってゐる。 〃

然し今の私はただ郷土から離れたくな、､Auで一杯である。球磨上代の文化のすばらしさをおもう時これほ

と､､ありがたい球磨の天地にど､うして後がむけらオヒよう。

私が今までにたいした屈曲もなく通Lて来得たのは一つにはこの土蒜と石器とのおかげて．あったことを思
ふ時、つまらないとは思ひ乍らもかういふものを世に出すといふことは矢張り遺物に対する感謝の心からて、

もあり、遺蹟地に対する愛からて'もあ'るのである。私は土器と石雅によって育てられて来-た。

たかむれし%つぇ

こうした高川にあてて、商群逸枝が蝋ったｲIj、「しらが-I刑WあI）て冬を輝ける」は、商出のそ

んな魅力に対する最大の賛辞です。

向田は、郷土の自然や文化、人々への感謝、そしてそれらに感動する心の大切さを教えてくれ

ているようです。

皆さん、私たちも路傍のイi仏や身近な自然に触れ、そこに先人たちを

重ねながら、皆さんの郷土の自然や文化の奥深さに感動してみませんか。

【高群逸枝のこと，
しモ』ましき とよかわ まつはせ

1894（明治27）年、下益城郡豊川村（現、松橋町）生まれ。しばらく小学校の教師をしていましたが、

1921（大正9）年に上京しました。そして「日月の上に｣、「放浪者の歌｣、「美想曲」などの詩集を刊行

し、詩人として文壇にデビューをしました。その後、平塚らいてう等と無産婦人芸術連盟を結成し、婦人

解放運動に情熱を燃やします。しかし、やがてその運動に不満を感じることとなり、1931（昭和6）年、

東京郊外の森の中で、女性史研究に没頭しました。「母系制の研究｣、「招婿婚の研究｣等の著作を残すな

ど、女性史研究にすぐれた業績を残しました。
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ゾーンⅣ「エピローグ」
●

感動はあらゆる人に涌力を与えます。

｢路傍のｲi仏」に感動し、そこに遠い．肝の人たちのことを思えば、……。

郷Iﾐの膝史の奥深さに感動せざるを得ません。
L､的忘

そんな感動が、かけがえのない遠い-腓の人たちの息吹きとl'Iらの生命を感じさせてくれるのです。

そんなことを考古学満たちは、身をもって教えてくれました。

そんなすばらしい球勝の考IIiと朧史に触れてみませんか。

そして、その｢i1で、呰さんの郷I己に成ち映り、郷11への愛情を1\発見してみませんか。
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｢球膳楽腱」関係lll各年表

球磨に遊ぶ時
代 内容 球磨に学ぶ

活きる 祭る 集う

下里

矢岳

五本松

先
士
器

前30000 姶良'1､､火l1l灰降る
(2｡I()00年前）

野々脇

前10000
'2器作り輪まる

頭地田'二IA 灰塚

白鳥平A

大丸･藤ノ迫

石満水

灰塚

縄
文

アカホヤ火111灰|朧る
(6'l()()fIIii)

尾鉢

米111小浜

逆瀬川野原 頭地下手

｢|･嘘

水稲〃|:作蛉まる

弥
生原

始

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

３
２
１
１
２
３

一
別
一
別
一
別

原

始

鉄やll翻りの道典伝わる

l()0余りのIKIに分れる

光武術｢瀧公奴l'(I IJを受印(57)

市房隠

本目

叩弥呼､魏に使いを派避、
倭fを拝命(239） 頭地田口B

頭地田I IB 本目 本'二1

400

倭I：武I櫛柳に1IﾘIMi(:178)

「倭の几IJの時代

筑紫IKI造､郷腓の反乱(527)5"|古|富
千人塚古墳淵 千人塚古噛聯

大村横穴群600
代

700

火化の改新(“5）

喋脈ﾙ<避梛(691)

平城ﾙ〔避郁(71())

､ド安〃<避祁(79"l)

奈良

ドりllI古窯跡平安

源頼朝が征典火将瓶に(1192)
1200

中|鎌倉

足ｲlj噸氏が↑lli火大将砿に(1338)

世室町
1600

近江徳川家康がｲ'|災大将順に(16()3)
頭地松本B

世|戸
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出品目録

Ⅱ球磨に遊ぶ

活きる

随
信
仙
斤

口径｡高(cm)等指定等 出品協力者

長5.2.幅1.7 五木村教育委員会

19.0･33.0
熊本県教育委員会

38.4.52.9

胴径21.6.21.0

〃14.6．(14.1）
五木村教育委員会

24.0.40.5

34.5.18.6

25.5.1.2

30.0.27.3

40.0･(23)

19.2.16.2

13.7.(12.7）

28.0･(20)

15．5．(12.8）

13.3.14.2

27.7.23.7

14.0．8.0

21.8.11.5 五木村教育委員会

8.4･10．6

底径13.5－

径12.3．(6.7）

時代･時期

先土器時代

遺跡名
一

野々脇

恥
一
ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
－
８
－
９
－
ｍ
ｌ
ｕ
ｌ
廻
一
昭
一
皿
一
賜
一
恥
一
Ⅳ
｜
肥
一
岨
一
別
一
皿
一
犯
一
錫
一
型
一
妬
一
妬
一
”
｜
錫
一
羽
一
鋤
一
劉
一
詑
一
詔
一
弘

資料名

ナイフ形石器

岩本式土器

尖底無文士器

壺

壷

台付甕

高杯

阿高式土器

阿高式土器

南福寺式土器

出水式土器

出水式土器

出水式土器

市来式土器

市来式土器

無文深鉢形土器

無文浅鉢形土器

鐘I崎式土器

小型壷形土器

透し入り底部

特殊注口土器

礫石錘

礫石錘

磨製石斧

磨製石斧(鑿形）

石雛

石匙

磨石､石Ⅲ

阿高式土器

阿高式土器

南福寺式土器

出水式土器

出水式土器

出水式土器

頭地田口A 繩文時代早期

－
１
’
１

１

弥生時代後期

～

古墳時代前期

頭地田口B

ｌ
１
ｌ
ｌ

ｌ

縄文時代中期

’
１
’
１

１

1

1

’
１

１

逆瀬川
縄文時代後期

’
１

１

1

1

1

１
ｍ
５
６
６
咽

頭地田口B

繩文時代

中期～後期

E ﾄ

逆瀬川
d

6

6,2

1 29.0.33.5

20.0･17.9

27.0．26.0

36．0．－

31.0

繩文時代中期
１
画
’

相良村教育委員会野原
1

細文時代後期
1

1
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資料名 遺跡名 ｜数量｜ 時代･時期 ｜口径･高(cm)等｜擶定等｜ 出i品協力者０
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

Ｎ
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

南福寺式土器 1 12．8．11．8

出水式土器 1 1().0.9.8

出水式土器 1 13．0･13.7

出水式十2器 1 17．2･17.7

阿高系土器 1 18.0.-

無文深鉢形土器 1 13.5･15.1

南福寺式土器(浅鉢） 1

南福寺式土器(浅鉢） 繩文時代後期1 18.2･6.8

i湘寺式土器(浅鉢） 1 14.2･5.1

市来式土器 1 24.0.23.7

市来式土器 1 3().6．27．9

市来式土器 (18.8)･－1

市来式土器 1 15.4.-

鐘崎式土器 1 一・10.7

注口土器 1

長56．幅4.71

51 1 〃5．7．〃7．7

艶
一
銘
一
弘
一
弱
記

1 "4.9．〃7.0
礫石錘

野原 #恨村教育委員会1 "5.0.〃7.()5

1 "5.65･〃8.25

1 〃3.9．〃8.7

I "9.2．〃4.3

磨製石斧57 1 "12.5.ヶ5．()5

銘
一
弱

1 "12．6･〃5.1

"(5.65)･"221

純文時代

中期～後期

"(3.4)・〃(1.4)60 1

61 "2.05･"(1.35)1

２
３

６
６

1 "1.65･"1.35

"(2.45)･"(1.65)1
石錐

４
５

６
６

1 "2.35.ヶ1．75

1 "2.35．〃1.6

66 I 〃1．5．〃1.1

67 1 "1.6･"1.35

銘
一
的

1 "1.6.〃1.95

1 〃34.7.ヶ27.95

石Ⅲ1 "36.4.ヶ(17.9）０
１

７
７

1

"38.2･〃(22.4）1

63



TheMem(),､yofAIotoluguThkata

守_"蕊織蝶避難_る

口径･高(cm)等指定等 出品協力者

長10.15･1ll59.9

"10.4･"9.4

"10.1･"8.45 相良村教育委員会

"11．3･〃9.4

〃9．9.〃7．55

径49.7高45.4 五木村教育委員会

〃24.3〃22

高20.8IIR16･8

"23.0･"17.2

〃28.5．"37.0 水上村教育委員会

長45.7･ll'55.0

遺跡名 数量 時代･時期

1

1

野原 l 縄文時代
一中期～後期
l

l

小浜 1 縄文時代中期
’

’

’

千人塚古墳群 1 古墳時代後期

3

1

縄文時代

中期～後期
野原

小浜 縄文時代中期

No． 資料名

721

３
４

７
７ 磨石

75

妬
一
万
一
沼
一
ね
一
帥
一
劃
一
塊
一
鍋

阿高式土器

阿高式土器

須恵器提瓶

須恵器提瓶

須恵器横瓶

金環銀環

鉄刀

祭る

口径高(cm)等指定等 出品協力者

胴径20.5･29.8
相良村教育委員会

〃19．7．26．5

〃14.8- 町 あさぎⅧ教溌員会

"37.0･42.5 個人蔵

〃(22.0） 個人蔵

〃13.5.9.5 個人蔵

"14.7･(19･6)

〃(195)･一 あさぎⅧ教育類会

〃29．2･40.5

"22.2･(34.0) 個人蔵

14.4(30.0）

29.8･(127)

41．9．46．5

24．3．34．2

17.4(54.5）

胴径27.9.(30.4）
熊本県教育委員会

〃26．6．13．0

"27.5･(17.0)

〃39．6．59．3

33．0．－

31．4．25．8

38.8．(41.2）

遺跡名 数量 時代･時期

井沢 1 弥生時代後期

入口 l 弥生時代後期

不明 1 弥生時代後期

市房隠 1 弥生時代後期
1

金山 l 弥生時代後期

高ノ原 l 弥生時代後期

新深田 l 弥生時代後期
1

才柿 l 弥生時代後期

1

1

1

1

1

夏女 1 弥生時代後期
1

1

1

1

1

1

弥生時代後期市房隠

弥生時代後期新深田

資料名

長頸壺

免田式土器

免田式土器

恥
一
誕
一
錨
一
郎
一
訂
一
銘
一
鋤
一
例
一
瓢

免田式土器

免田式土器

免田式土器

免田式土器
蛇
一
鯛
一
“
｜
鯛
一
郎
一
切
｜
銘
一
的
一
ｍ
｜
皿
一
血
一
噸
一
皿
一
噸

免田式土器

壷

高杯

台付尭

台付譜

台付甕

免田式土器

免田式土器

免田式土器

壷

高杯

鉢

台付甕
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資料名

ミニチュア土器

石包丁

免田式土器

免田式土器

免田式土器

免田式土器

免田式土器

免田式土器

長頸壷

高杯

高杯

小型丸底土器

線刻礫

線刻礫

遺跡名恥
一
脈
一
Ｗ
｜
恥
一
叩
一
ｍ
｜
、
｜
、
｜
畑
一
皿
一
服
一
噸
一
ｍ
｜
醒
一
”
｜
卸

昼
堅

銘
５
１

数 時代･時期 ｜口径･高(cm)等|指定等｜ 出品協力者
…,,…‘”’ ｜ ｜熊本県教育委員会

弥生時代後期夏女

胴径234．－

〃28．0．－

〃28．2．－

1

’
１

１
１

あさぎり町渤育委員会

３

一
一
一
－
４

●
●
●
●
訂
８
０
ユ

５
０
０
５
。

且
１
尻
４
８

１
２
１
２
４

″
″
″
″
旬
冤
Ｊ″

本目 弥生時代後期
1

1

1

1

３
’
１
－
１

大丸藤ノ迫

別府

縄文時代早期

弥生時代

長88･1157.1

長4.8･II55.0

熊本県教育委員会

熊本県教育委員会

121

一字一石経 頭地松本B 江戸時代 熊本県教育委員会122 5

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

勾玉､管玉､異形勾玉等

小型浅鉢形土器

小型深鉢形土器

小型深鉢形土器

小型浅鉢形土器

壺形土器

耳栓

耳栓

石製品

12

1 14．3．8．6

16．2．14．3

11．2．8．8

15.0･17.2

径25.037.0

人吉市教育委員会縄文時代晩期中堂 1

1

１
－
１

灰塚 縄文時代早期 熊本県教育委員会
４
’
２
２

白鳥平A 縄文時代早期 熊本県教育委員会

集う

遺跡名

米山

ヤリカケマツ

ドり山古窯跡

資料名

阿高式土器

細型銅剣

刻銘入り須恵器

鉢

器台

高杯

時代･時期

縄文時代中期

弥生時代

平安時代

口径･高(cm)等指定等 出品協力者

28.0.26.5 熊本県教育委員会

長21.5･幅2.8 熊本市立博物館

熊本県救育委員会保管

10．8．10．6

13.8･17.0 あさぎりN徽育委員会

数i,!

1

1

1

1

No

l34

135

136

137

138

139

1 1弥生時代後期本目

1
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口径･高(cm)等指定等 出品協力者

30.6･19.2
ぁさぎI)II鰍育委員会

胴径20.1.？

"17.6･(18･0)

27･0･(18.5) 個人蔵

数最 時代･時期

1 弥生時代後期

1 弥生時代後期

1 弥生時代後期

1 縄文時代中期

資料名

高杯

吉備系長頸壺

長頸壷

船元式土器

遺跡名恥
一
叩
一
四
一
哩
一
蝿

本1J

尾鉢

Ⅲ球磨に学ぶ

遺跡名 ｜数量｜ 時代･時期 ｜口径･高(cm)等｜指定等 出品協力者

個人蔵

個人蔵

個人蔵

資料名

高田素次著作物

黒川式土器

免田式土器

浜田博士の詫び証文

浜田博士捌噸恵器

蕨手刀

蕨手刀箱

頭地下手遺跡土器

石清水式土器

石清水式土器

No.

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

縄文時代晩期

弥生時代後期

不明

市房隠

１
１
’
１
１
’
１
－
１

9.8.6.0

19.0．(12.0)

縦16.9．横17.2

13.0･3.5

長39.2.幅4.5

縦39.9･1Im18.6

古墳時代

古墳時代後期
個人保管

大村横穴群周辺

個人蔵

個人蔵

熊本県教育委員会

頭地下手

石清水

灰塚

縄文||#代中期～後期

縄文時代早期

繩文時代早期

？･37.0

38.0．(27.3）

径17.5･(29.0)

径24.0･(17.8)

径18.8･(21.0)

１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
－
１
ｌ
１
ｌ
１
’
１
１

155

免田式土器
個人蔵弥生時代後期本目156

157

158

159

160

161

認
一
吋
一
峠
一
峠

径13.0.19.5

長6.3.幅3.2

長8.2.幅5.6

長10.5･1IR8.1

個人蔵
一

個人蔵

先土器時代

先土器時代

先土器時代

町下里

五本松

矢岳
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